
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
の
活
動
と
フ
ラ
ン
ス
王
国
経
済
政
策

ー
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
期
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
船
対
策
を
中
心
に
…君

塚

弘

恭

ギュイエンヌ商業会議所の活動とフランス王国経済政策（君塚）

【
要
約
】
　
～
入
世
紀
初
頭
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
で
は
主
要
都
市
に
経
済
政
策
を
実
行
す
る
た
め
の
商
業
会
議
所
が
設
置
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
ボ
ル
ド
ー
に
設

置
さ
れ
た
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
の
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
乱
暴
に
お
け
る
活
動
を
分
析
し
、
商
業
会
議
所
の
活
動
が
ボ
ル
ド
ー
の
商
取
引
に
与
え
た
影

響
と
会
議
所
が
都
市
の
商
人
社
会
の
中
で
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
一
に
、
ボ
ル
ド
ー
の
貿
易
商
人
た
ち
は
、
会
議
所
の
運
営
を
担
い
、

ボ
ル
ド
ー
に
実
施
さ
れ
る
政
策
に
商
人
社
会
の
利
害
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
地
方
長
官
や
財
務
総
監
と
意
見
の
調
整
を
行
っ
た
。
第
二
に
、
会
議
所
は
、
オ

ラ
ン
ダ
船
に
対
す
る
旅
券
の
申
請
業
務
を
代
行
し
、
王
権
の
貿
易
政
策
を
維
持
す
る
と
同
時
に
戦
時
下
で
敵
国
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
商
人
と
の
商
取
引

を
維
持
し
、
ボ
ル
ド
ー
の
禰
萄
酒
貿
易
を
安
定
さ
せ
た
。
第
三
に
、
王
権
の
政
策
と
商
人
た
ち
の
利
害
が
一
致
し
な
い
場
合
、
会
議
所
を
中
心
と
し
て
商

人
た
ち
は
抗
議
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
会
議
所
は
、
ボ
ル
ド
ー
商
人
社
会
に
と
っ
て
王
権
に
対
す
る
「
抗
議
の
拠
点
篇
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
七
巻
六
号
　
二
〇
〇
四
年
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
七
〇
一
年
、
国
王
国
務
会
議
は
、
経
済
政
策
に
関
す
る
諮
問
機
関
で
あ
る
商
務
顧
問
会
議
（
○
○
づ
ω
Φ
一
一
餌
Φ
O
O
匿
H
P
①
H
O
Φ
）
の
助
言
に
基
づ
き
、

「
粟
に
関
す
・
特
別
会
議
所
を
設
置
す
・
・
と
」
を
決
定
し
や
そ
の
禺
は
・
経
済
肇
を
実
行
す
・
馨
を
節
す
・
・
と
で
あ
・
た
・
捌

ボ
ル
ド
ー
に
は
、
～
七
〇
五
年
に
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
全
体
の
問
題
を
扱
う
機
関
と
し
て
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
（
○
冨
ヨ
鐸
①
紆
　
6
3



8
ヨ
幕
§
紆
○
曙
魯
器
）
が
設
置
さ
れ
た
。
ボ
ル
ド
ー
の
商
人
た
ち
は
、
特
に
国
際
商
業
の
な
か
で
起
こ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
会
議
所

に
持
ち
込
ん
だ
。
商
業
会
議
所
は
、
解
決
策
を
議
論
し
、
商
務
顧
問
会
議
や
地
方
長
官
、
財
務
総
監
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。
ま
た
、
ス
ペ
イ

ン
継
承
戦
争
期
後
半
か
ら
は
、
市
内
の
小
売
店
に
お
け
る
徴
税
問
題
や
、
定
期
市
で
の
免
税
特
権
、
ボ
ル
ド
ー
に
お
け
る
保
税
倉
庫
特
権
に
つ

い
て
も
扱
っ
た
。
そ
の
活
動
は
、
一
七
九
一
年
に
会
議
所
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
こ
の
一
世
紀
近
い
会
議
所
の
活
動
を
支
え

て
い
た
の
は
、
地
方
長
官
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
、
ボ
ル
ド
ー
商
人
社
会
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
層
の
存
在
で
あ
っ
た
。

　
商
業
会
議
所
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
重
商
主
義
政
策
と
そ
れ
に
伴
う
王
国
経
済
政
策
機
構
の
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
従
来

の
重
商
主
義
研
究
で
は
、
政
策
面
に
議
論
が
集
中
し
、
実
行
機
関
へ
の
関
心
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
は
、
「
公
論
」
形
成
の
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

対
す
る
関
心
か
ら
、
～
八
世
紀
初
頭
に
設
置
さ
れ
た
会
議
所
に
つ
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
ャ
パ
ー
は
、
一
七
〇
〇
年
に

設
置
さ
れ
た
商
務
顧
問
会
議
に
お
け
る
地
方
都
市
か
ら
の
代
表
者
の
活
動
、
及
び
商
業
会
議
所
に
つ
い
て
分
析
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

主
と
し
て
都
市
の
商
人
か
ら
選
ば
れ
た
地
方
代
表
者
た
ち
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
っ
て
、
会
議
は
、
商
人
と
王
国
百
僚
と
が
協
力
し
て
政
策
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

決
定
を
行
う
場
と
な
っ
た
。
ま
た
、
会
議
所
は
、
代
表
者
の
選
出
や
会
議
へ
の
情
報
提
供
を
通
じ
て
、
会
議
の
活
動
を
支
え
た
。
こ
れ
ら
の
研

究
成
果
に
よ
り
、
経
済
政
策
の
決
定
過
程
に
参
加
し
、
特
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
「
自
由
貿
易
」
を
求
め
る
商
人
た
ち
の
姿
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
経
済
政
策
機
構
の
統
一
と
い
う
と
こ
ろ
に
主
眼
が
置
か
れ
る
の
で
、
会
議
所
は
あ
く
ま
で
商
務
顧
問
会
議
の
下
部

組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
務
を
行
う
現
場
の
意
見
を
携
え
た
会
議
代
表
者
の
主
張
に
つ
い
て
は
詳
細
に
分
析
さ

れ
る
が
、
各
都
市
の
会
議
所
の
実
体
に
つ
い
て
は
十
分
に
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
会
議
所
そ
の
も
の
に
注
目
し
て
い
る
の
が
、
商
工
会
議
所
史
の
形
式
で
編
纂
さ
れ
た
各
都
布
の
商
業
会
議
所
に
関
す
る
個

　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

別
研
究
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
に
つ
い
て
は
、
ユ
エ
ー
ー
ド
ー
ー
ロ
ン
プ
が
史
料
を
紹
介
し
つ
つ
論
じ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
設
置
当
初
の
会
議
所
は
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
と
そ
れ
に
伴
う
国
際
貿
易
の
危
機
と
い
う
背
景
か
ら
、
局
地
的
市
場
に
お
い
て
よ

り
も
む
し
ろ
、
国
際
貿
易
に
お
い
て
発
生
す
る
問
題
を
扱
っ
た
。
ま
た
、
会
議
所
は
、
実
務
経
験
の
あ
る
貿
易
商
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
組
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織
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
商
務
顧
問
会
議
や
特
に
財
務
総
監
に
対
し
て
ボ
ル
ド
ー
の
利
害
に
基
づ
い
た
意
見
の
提
出
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

い
わ
ゆ
る
「
会
議
所
の
歴
史
」
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
会
議
所
の
制
度
的
枠
組
み
に
つ
い
て
は
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
権
力
と

の
関
係
や
会
議
所
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
の
分
析
は
十
分
で
は
な
い
。
し
か
し
、
都
市
の
状
況
や
、
政
策
、
商
業
活
動
の
変
化
に
と
も
な
っ
て

会
議
所
内
で
の
議
論
や
王
権
と
の
関
係
も
変
化
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
商
業
会
議
所
と
い
う
場
を
商
人
と
諸
権

力
と
の
関
係
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
王
国
経
済
政
策
に
働
き
か
け
る
商
人
た
ち
の
戦
略
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お

け
る
第
一
の
目
的
は
、
重
商
主
義
政
策
の
決
定
及
び
実
施
過
程
に
お
け
る
商
業
会
議
所
の
役
割
及
び
そ
の
変
化
に
つ
い
て
示
す
こ
と
で
あ
る
。

　
商
業
会
議
所
が
設
置
さ
れ
た
～
八
世
紀
の
は
じ
め
を
扱
う
場
合
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
戦
争
は
、
ル

イ
一
四
世
治
世
期
最
大
の
戦
争
で
あ
り
、
海
港
都
市
の
商
業
活
動
を
～
時
的
に
停
滞
さ
せ
た
。
特
に
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
と
の
商
業
ネ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
葡
萄
酒
貿
易
を
展
開
し
て
い
た
ボ
ル
ド
ー
に
お
い
て
被
害
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
従
来
の
ボ
ル
ド
ー
国
際
商
業
史
研
究
に

お
い
て
、
　
一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ボ
ル
ド
ー
国
際
商
業
の
展
開
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
十
分
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
　
～
八

世
紀
初
頭
は
、
前
世
紀
に
形
成
さ
れ
た
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
継
承
さ
れ
る
重
要
な
時
代
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
争
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
破
壊

さ
れ
る
危
険
が
あ
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。
戦
時
中
の
港
の
問
題
は
国
際
関
係
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
危
機
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
王
国
機
関
と
の
関
わ
り
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
を
取
り
上
げ
る
意
味
は
こ
こ
に
あ
る
。
会
議
所
の
活
動
が
商

業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
国
際
貿
易
の
維
持
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
第
二
の
目
的
で
あ
る
。

　
以
上
の
諸
点
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
ジ
ロ
ン
ド
県
文
書
館
の
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
文
書
を
分
析
す
る
。
第
一
章
で
は
、
ス
ペ
イ

ン
継
承
戦
争
勃
発
に
伴
う
ボ
ル
ド
ー
国
際
商
業
の
危
機
と
商
人
た
ち
の
対
応
を
検
討
し
、
商
業
会
議
所
が
設
置
さ
れ
る
背
景
を
整
理
す
る
。
第

二
章
で
は
、
会
議
所
の
運
営
に
携
わ
っ
た
人
々
、
扱
っ
た
問
題
、
中
央
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
分
析
し
、
会
議
所
が
ど
の
よ
う
な
場
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
て
機
能
し
た
か
を
論
じ
る
。
第
三
章
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
下
で
オ
ラ
ン
ダ
船
に
発
行
さ
れ
た
旅
券
と
そ
れ
に
関
わ
る
会
議
所
の
活
動

を
分
析
し
、
そ
れ
が
政
策
と
ボ
ル
ド
ー
の
商
業
活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
第
四
章
で
は
、
一
八
世
紀
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初
頭
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
方
に
お
け
る
会
議
所
の
存
在
意
義
．
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
≧
。
江
く
窃
∪
9
雪
Φ
塁
三
簿
一
①
ω
定
案
○
ぎ
銭
Φ
（
以
後
、
≧
）
O
と
略
記
γ

　
O
麟
N
里
謡
や
『

②
望
診
決
定
に
あ
る
商
業
会
議
所
の
中
で
、
マ
ル
セ
イ
ユ
だ
け
は
、
都
市
参
事
会

　
員
や
有
力
商
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
一
六
五
〇
年
に
商
業
会
議
所
が
設
遣
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
設
置
決
定
に
あ
る
都
市
全
て
に
会
議
所
が
設
遣
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
詳
し
く
は
、
以
下
の
も
の
を
参
照
。
い
目
9
魯
b
d
既
ざ
b
ミ
賊
§
、
～
ミ
ミ
譜
註
ミ
§

　
肉
喧
．
§
9
唱
鼠
㍉
り
り
9
娼
ワ
悼
卜
⊃
命
卜
⊃
卜
⊃
①
．

③
≦
賀
留
ρ
ω
8
〈
巳
p
、
．
6
冨
筆
面
目
円
8
8
白
畷
ぎ
寒
O
O
山
ざ
ゴ
〉
⇔

　
》
「
肩
蝕
ω
巴
ぴ
罵
チ
Φ
U
Φ
℃
β
ユ
Φ
。
・
o
｛
↓
鑓
α
①
．
．
甲
§
恥
魯
§
嵩
ミ
駄
肉
ら
§
o
ミ
融
§
－

　
§
3
く
。
ご
導
Φ
悼
N
剛
ω
。
。
器
邸
（
噛
自
ロ
；
一
り
①
卜
。
ア
唱
や
鱒
ω
甲
N
窃
P
℃
δ
塁
Φ
勺
β
餌
償
罫

　
弓
懸
Ω
ご
ミ
身
重
譜
ら
§
ミ
N
鴨
、
、
ミ
ミ
翫
、
§
§
無
、
，
ド
℃
p
訟
ψ
噌
眠
り
o
Q
ρ
（
o
o
F
ρ
器
ω
銭
ω
－

　
器
～
誹
．
一
c
Q
①
り
）
U
鍵
置
開
鋤
ヨ
ヨ
㊦
H
罵
昌
σ
Q
ω
目
障
芦
．
、
ω
け
毎
9
母
ぎ
α
q
勺
9
三
〇
ω
一
p
国
費
・

　
ぞ
国
お
讐
Φ
㊦
曇
7
0
①
昌
讐
蔓
勺
鑓
目
8
”
円
げ
㊦
℃
9
三
〇
翫
劉
μ
o
く
卑
ぎ
。
。
o
略
讐
㊦

　
零
Φ
口
畠
O
。
毎
亀
。
｛
0
。
日
尾
増
。
Φ
、
ド
難
ミ
§
ミ
ぎ
N
ミ
寒
§
、
，
醤
ミ
§
§

　
＜
o
置
ヨ
Φ
刈
距
甲
州
ヨ
げ
2
ρ
ω
Φ
讐
①
日
げ
費
b
σ
O
O
N
b
℃
．
畠
O
－
O
c
。
メ
邦
語
で
は
、
以

　
下
の
文
献
を
参
照
。
東
京
商
工
会
議
所
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
京
商
工
会
議

　
所
百
年
史
』
、
一
九
七
九
年
。
た
だ
し
、
日
本
に
お
い
て
は
、
西
洋
経
済
史
研
究

　
に
お
い
て
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
フ
ラ
ン
ス
の
商
業
会
議
所
に
関
す
る
本
格

　
的
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。

④
誤
。
暴
G
。
旨
ω
。
冨
店
9
§
恥
箏
尋
§
8
§
ミ
駄
＆
§
ミ
亀
N
蓉
や
嵐
漣
黛

　
○
田
P
一
〇
c
o
G
Q
■

⑤
本
稿
で
扱
う
ボ
ル
ド
ー
に
つ
い
て
は
、
評
巳
ω
艮
巴
（
島
ε
堕
§
§
、
嘱
誉
貯

　
O
ぎ
ミ
趣
ミ
寒
8
ミ
ミ
箋
聴
内
属
駄
ご
翫
器
壁
貯
譜
切
ミ
§
袋
聴
曇
ミ
賊
難
ミ
恥
昏
ミ
物
、
ミ
湯

　
貸
§
－
陥
り
章
切
o
a
Φ
雲
×
レ
リ
Q
o
Q
Q
■
｝
鍵
亭
》
信
㈹
二
審
騨
毎
欝
博
ρ
辱
ミ
§
ミ
鶏
，
鴨
8
ミ
・

　
ミ
鼠
ミ
譜
偽
臨
逡
ミ
心
血
§
ミ
鷺
§
恥
ミ
ミ
跨
織
ミ
“
、
暗
ミ
題
昏
N
遣
P
出
誉
ミ
曽
於
織
ミ
N
舞

　
鼠
、
融
Ω
S
賛
討
ミ
ミ
匙
ミ
§
誉
、
～
容
譜
ミ
O
ぎ
ミ
守
鴨
譜
Q
o
ミ
ミ
免
、
ミ
譜
Q
δ
応
雫

　
糞
密
㌣
o
ミ
ら
翫
§
無
b
o
ミ
ミ
馬
、
蚤
ゆ
。
鼠
Φ
磐
×
甲
回
。
。
O
ω
．
そ
の
他
の
都
市
に
つ
い
て

　
は
、
主
に
次
の
も
の
を
参
照
。
一
〇
も
。
Φ
冨
男
。
霞
巳
①
罫
盤
渓
O
ぎ
、
、
ド
守
漉
過
S
ミ
ミ
ミ
9

　
辱
さ
、
題
ミ
鴨
ミ
給
賜
§
ミ
恥
§
琳
亀
ミ
い
鷺
、
，
ミ
許
与
§
瞬
駄
津
｝
薮
鴬
U
矯
㎏
l
N
c
Q
鐸

　
ζ
碧
ω
魚
自
ρ
一
〇
N
ρ
一
続
Φ
。
。
O
葺
p
工
区
評
卜
霜
Q
詠
霜
ミ
趣
ミ
譜
8
ミ
ミ
偽
悪
恥
譜
§
袋
ご
器
恥

　
§
後
奪
鴇
～
ら
黄
↓
o
巴
。
諺
①
一
り
α
9
国
Φ
至
精
芝
β
。
ロ
o
P
卜
幽
『
ぎ
ミ
町
免
譜
8
§
－

　
ミ
ミ
，
聴
譜
ミ
、
こ
蕊
ミ
笥
譜
さ
謹
ミ
N
ミ
“
幻
。
自
Φ
P
一
日
目
G
o
．

⑥
O
ま
巴
磐
頃
g
冒
匹
㊦
面
容
ω
w
、
．
Q
器
冨
霧
彗
8
詠
霧
§
Φ
。
。
鉱
雪
。
ε
お

　
象
｛
津
。
出
⑱
．
、
甲
じ
d
象
含
一
ミ
設
鼠
ミ
譜
貯
O
》
§
、
尋
ミ
譜
s
ミ
ミ
恥
美
馬
ミ
賊
§
§
讐
爵
譜

　
b
u
ミ
魯
犠
黛
お
℃
℃
．
G
Q
l
ゆ
伊

⑦
↓
ま
8
臣
Φ
ζ
円
く
㊦
臥
p
勢
牒
。
註
§
9
ミ
ミ
§
鋳
鋼
ミ
誉
匙
国
§
b
愚
ミ
之
跨

　
o
識
鷺
冨
題
、
霧
心
母
騨
謡
8
智
ミ
が
ヒ
d
o
a
雷
¢
〆
一
Q
o
④
卜
⊃
Ψ
＜
o
冨
ヨ
Φ
H
H
9
刃
。
げ
Φ
詳
じ
d
o
呉
－

　
毎
。
げ
Φ
（
象
こ
甲
し
σ
ミ
忌
日
§
譜
N
虹
靹
。
。
昏
N
麹
鈎
じ
d
o
a
魯
ロ
罫
一
㊤
①
①
．
℃
9
巳
む
d
三
①
r

　
卜
覇
嵩
曹
職
亀
嵩
冴
ぽ
惑
貯
鏑
卜
、
肉
ミ
奪
恥
ミ
N
題
自
題
犠
黛
N
巨
資
簿
N
魯
℃
碧
グ
一
り
刈
F

　
O
ぴ
費
｝
Φ
の
国
碍
。
β
旨
⑦
け
（
島
こ
甲
韓
象
ミ
葦
屋
b
ご
。
、
昏
§
鼻
屑
。
巳
。
霧
P
一
〇
Q
Q
O
■
（
袖
　
田

　
慶
也
編
出
『
ボ
ル
ド
ー
物
語
臨
海
鳥
社
、
一
九
九
八
年
。
）
℃
働
費
く
。
ω
ρ
．
．
国
魯
－

　
縣
ユ
。
げ
じ
β
Φ
汗
Φ
諺
“
罎
帥
。
ず
ゆ
⇒
匹
節
コ
Φ
臼
9
ロ
匹
①
草
切
。
誌
①
餌
β
N
（
一
①
2
山
刈
N
卜
⊃
）
．
、
堕

　
〉
訂
冒
菊
巳
N
（
象
ご
り
卸
，
跨
§
亀
譜
N
臨
ミ
ミ
起
罵
昏
b
d
o
碁
籍
§
℃
話
ω
。
。
Φ
ω
嘗
巳
く
Φ
H
－

　
ω
犀
鉱
屋
ω
仙
⑦
じ
σ
o
a
㊦
鍵
×
」
Φ
①
メ
題
．
G
。
マ
ホ
．
ω
二
く
冨
竃
p
。
H
N
食
。
σ
q
巴
甥
（
鎌
「
■
γ
b
u
ミ
，
・

　
譜
犠
§
n
恥
こ
織
§
識
ミ
誉
o
q
§
、
、
ミ
賊
碁
－
寒
九
讐
黄
ご
d
o
a
Φ
餌
¢
×
り
b
っ
O
O
b
⊃
■

⑧
本
稿
で
用
い
る
門
旅
券
縣
は
、
窓
ω
。
。
怨
。
冨
の
訳
語
で
あ
り
、
国
王
か
ら
フ
ラ

　
ン
ス
王
国
内
に
入
国
す
る
或
い
は
出
国
す
る
際
に
与
え
ら
れ
る
特
許
状
で
あ
る
。

　
そ
の
機
能
や
意
義
は
現
代
の
も
の
と
異
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
勇
払
の
旅
券
に
関
す
る

　
研
究
は
、
宮
崎
揚
繭
門
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
期
に
お
け
る
旅
券
の
成
立
」
、
宮
崎

　
二
号
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
と
旅
』
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
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第
【
章
　
対
オ
ラ
ン
ダ
政
策
と
ボ
ル
ド
ー
商
人
の
対
応

ギュイエンヌ商業会議所の活動とフランス王国経済政策（君塚）

　
一
七
〇
一
年
、
商
業
会
議
所
設
置
の
命
令
が
出
さ
れ
た
際
、
そ
れ
を
受
け
た
各
都
市
の
反
応
は
か
な
り
消
極
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
ま
で
に
、

フ
ラ
ン
ス
王
国
の
主
要
都
市
に
は
、
商
事
裁
判
所
（
」
巨
象
a
8
。
8
ω
巳
鞍
①
）
や
布
政
体
を
中
心
と
す
る
商
業
問
題
を
扱
う
組
織
が
存
在
し
て

い
た
。
ま
た
、
中
央
と
直
接
つ
な
が
る
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
王
権
の
都
市
特
権
に
対
す
る
過
剰
な
介
入
を
許
す
可
能
性
が
高
く
、
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
商
人
た
ち
は
こ
れ
を
警
戒
し
た
。
こ
の
状
況
は
、
ボ
ル
ド
ー
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ボ
ル
ド
ー
で
は
、
一
五
六
三
年
に
商
事
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
取
引
所
（
一
P
b
σ
O
¢
H
ω
①
）
内
に
設
置
さ
れ
、
都
市
の
有
力
商
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
加
え
て
、
運
営
資
金
の
問
題
も
重
要
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ボ
ル
ド
ー
市
は
、
既
に
商
務
顧
問
会
議
代
表
者
の
パ
リ
滞
在
費
用
と
し
て
年
間
六
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
を
支
給
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
、
～
七
〇
四
年
ま
で
の
三
年
間
、
ボ
ル
ド
ー
の
商
人
た
ち
は
、
国
務
会
議
に
も
商
務
顧
問
会
議
に
も
全
く
返
答
を
出
さ
な
か
っ
た
。
以
下
で

は
、
会
議
所
の
設
置
に
消
極
的
で
あ
っ
た
ボ
ル
ド
ー
が
、
そ
の
設
置
決
定
を
受
け
入
れ
る
背
景
を
探
っ
て
い
く
。

　
国
王
は
、
一
七
〇
二
年
五
月
初
め
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
の
激
化
を
背
景
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
内
の
諸
掛
に
滞
在
す
る
オ
ラ
ン
ダ
船
を

退
去
さ
せ
る
命
令
を
出
し
た
。
同
時
に
、
オ
ラ
ン
ダ
船
及
び
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
船
が
フ
ラ
ン
ス
諸
港
へ
入
港
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
こ
の
政
策
の

意
図
と
し
て
、
次
の
二
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
～
に
オ
ラ
ン
ダ
の
大
西
洋
に
お
け
る
覇
権
を
打
破
し
、
生
産
か
ら
輸
送
に
至

る
ま
で
独
占
し
よ
う
と
す
る
経
済
的
意
図
で
あ
る
。
第
二
は
、
工
業
地
域
で
あ
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
戦
略
的
な
意
図
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
中
世
以
来
、
ボ
ル
ド
ー
は
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
と
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
活
発
な
商
取
引
を
行
っ
て
き
た
。
一
七
世
紀
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
北
海
、
バ
ル
ト
海
貿
易
の
主
役
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
人
と
の
関
係
は
特
に
重
要
で
あ
っ
た
。
ユ
エ
H
ド
ー
ー
ロ
ン
プ
に
よ
れ
ば
、
一
六
九
九

年
か
ら
｝
七
〇
〇
年
の
一
年
間
で
ボ
ル
ド
ー
を
出
港
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
外
に
向
か
っ
た
船
舶
の
う
ち
六
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
へ
向
か
っ

　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
商
品
は
主
と
し
て
葡
萄
酒
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
貿
易
は
ボ
ル
ド
ー
で
議
装
さ
れ
た
船
舶
を
前
面
地
へ
送
る
も
の
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⑨

で
は
な
く
、
ボ
ル
ド
ー
に
移
住
し
て
仲
介
業
を
営
ん
で
い
る
商
人
を
通
じ
て
主
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

来
航
す
る
船
舶
に
葡
萄
酒
を
販
売
す
る
、
い
わ
ゆ
る
受
動
貿
易
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
北

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
、
特
に
オ
ラ
ン
ダ
と
の
貿
易
に
そ
の
商
業
活
動
の
多
く
を
負
っ
て
い
た
ボ
ル

ド
ー
は
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
船
来
航
禁
止
令
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
図
一
に
示
し
た
グ

ラ
フ
を
見
る
と
、
一
七
〇
二
年
に
オ
ラ
ン
ダ
と
の
取
引
が
な
く
な
り
、
総
取
引
量
も
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に

　
　
　
　
　
　
　
⑫

近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ボ
ル
ド
ー
の
商
務
顧
問
会
議
代
表
者
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
は
、
会
議
で
ボ
ル
ド
ー

の
状
況
を
訴
え
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
国
務
会
議
は
、
一
七
〇
三
年
七
月
、
九
月
、
一
七
〇
丁
年

三
月
に
、
中
立
国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
船
舶
に
つ
い
て
、
積
み
荷
税
の
免
除

　
　
　
　
　
⑬

と
旅
券
発
行
を
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
船
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
船
に
旅
券
の
発
行
を
決
定
し
た
。
し
か

し
、
バ
ル
ト
海
周
辺
諸
港
と
の
貿
易
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
不
在
と
い
う
危
機
的
状
況
を
打
開
す
る

に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
り
、
ボ
ル
ド
ー
の
危
機
的
状
況
は
一
七
〇
四
年
に
な
っ
て
も
改
善
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
一
七
〇
四
年
、
葡
萄
が
豊
作
と
な
り
、
ボ
ル
ド
ー
の
葡
萄
酒
生
産
量
が
回
復
し
た
が
、
オ
ラ
ン

ダ
と
の
取
引
は
ま
だ
回
復
し
て
お
ら
ず
、
港
に
は
売
れ
残
り
の
葡
萄
酒
が
あ
ふ
れ
、
経
済
危
…
機
は

　
　
　
　
　
⑭

深
ま
っ
て
い
た
。
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
長
官
ラ
ブ
ル
ド
ネ
は
、
一
七
〇
四
年
四
月
一
二
日
付
け
の

財
務
総
監
へ
の
書
簡
の
中
で
、
ボ
ル
ド
ー
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
閣
下
、
葡
萄

畑
が
多
く
を
占
め
る
ボ
ル
ド
ー
徴
税
区
で
税
の
徴
収
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
葡
萄

酒
が
、
ほ
と
ん
ど
売
れ
ま
せ
ん
の
で
、
人
々
に
は
タ
イ
ユ
と
し
て
あ
る
い
は
そ
れ
に
付
随
す
る
税

と
し
て
納
め
る
源
に
な
る
収
入
が
無
い
の
で
ご
ざ
い
ま
麺
・
」
葡
萄
警
易
が
振
る
わ
な
い
と
い
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ギュイエンヌ商業会議所の活動とフランス王国経済政策（看塚）

う
事
態
は
、
ボ
ル
ド
ー
に
お
け
る
税
収
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
れ
は
、
戦
争
資
金
の
増
大
の
た
め
に
財
政
難
に
あ
え
い
で
い
た
王
国
に
と

っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
り
、
貴
金
属
貨
幣
を
獲
得
し
て
財
政
を
立
て
直
そ
う
と
す
る
重
商
主
義
政
策
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ヌ
ロ
ン

は
、
会
議
で
ボ
ル
ド
ー
の
状
況
を
訴
え
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
取
引
を
望
む
オ
ラ
ン
ダ
船
に
旅
券
を
発
行
し
、
そ
れ
を
持
つ
船
舶
に
つ
い
て
は
入
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
許
可
す
る
よ
う
強
く
求
め
た
。
加
え
て
、
ナ
ン
ト
や
そ
の
他
の
国
際
商
業
都
市
の
商
人
た
ち
か
ら
も
同
様
に
、
オ
ラ
ン
ダ
船
へ
の
旅
券
発
行

　
　
　
　
　
　
⑰

要
求
が
出
さ
れ
た
。
一
方
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
船
排
斥
政
策
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
て
い
た
の
は
、
ボ
ル
ド
ー
を
は
じ
め
フ
ラ

ン
ス
側
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
も
同
様
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
、
一
七
〇
四
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
関
税
同
盟
を
拒
絶
し
、
フ
ラ
ン

ス
と
の
貿
易
を
望
む
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
の
姿
勢
を
見
て
、
財
務
総
監
シ
ャ
ミ
ヤ
ー
ル
は
、
商
務
顧
問
会
議
の
主
張
を
受
け
入
れ
、
オ
ラ
ン
ダ

問
題
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
よ
う
国
務
会
議
に
指
示
し
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
船
問
題
が
、
国
務
会
議
、
商
務
顧
問
会
議
で
前
向
き
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
商
業
会
議
所
設
置
に
対
す
る
ボ
ル
ド
ー
貿

易
商
人
た
ち
の
態
度
が
変
化
す
る
。
～
七
〇
～
年
の
命
令
を
実
行
す
べ
く
、
一
七
〇
四
年
九
月
五
日
、
商
事
裁
判
所
の
首
席
判
事
（
翌
σ
q
①
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

呼
び
か
け
で
、
ボ
ル
ド
ー
に
在
住
す
る
貿
易
商
人
た
ち
は
取
引
所
に
集
ま
り
、
会
議
所
設
置
に
関
す
る
集
会
を
開
い
た
。
そ
し
て
、
ボ
ル
ド
ー

に
と
っ
て
利
点
の
あ
る
会
議
所
を
ど
の
よ
う
に
設
置
す
る
か
議
論
し
、
そ
の
設
置
を
議
決
し
た
。
彼
ら
は
、
王
権
の
帯
場
介
入
を
受
け
入
れ
る

代
わ
り
に
自
ら
の
利
害
を
政
策
に
反
映
さ
せ
、
オ
ラ
ン
ダ
船
と
の
取
引
再
開
を
急
が
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
か
ね
て
よ
り
懸
念
さ

れ
て
い
た
会
議
所
の
運
営
資
金
問
題
は
、
～
六
九
七
年
の
国
務
会
議
決
定
に
よ
っ
て
国
王
か
ら
ボ
ル
ド
ー
の
商
人
及
び
職
人
組
合
に
毎
年
支
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

さ
れ
る
四
〇
八
六
リ
ー
ヴ
ル
を
も
と
に
し
て
運
営
す
る
こ
と
で
ひ
と
ま
ず
解
決
し
た
。
こ
の
議
決
は
、
国
務
会
議
に
送
ら
れ
、
一
七
〇
五
年
五

月
二
六
日
に
会
議
所
設
置
に
関
す
る
勅
令
が
正
式
に
出
さ
れ
た
。

　
さ
て
、
商
業
会
議
所
設
置
を
受
け
入
れ
る
決
定
が
ボ
ル
ド
ー
で
出
さ
れ
た
後
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
態
度
は
好
転
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

国
王
は
、
そ
れ
ま
で
の
反
オ
ラ
ン
ダ
船
政
策
を
変
え
、
一
七
〇
四
年
～
○
月
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
旅
券
を
発
行
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、

旅
券
を
備
え
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
船
に
限
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
港
都
市
に
来
航
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
。
旅
券
制
度
が
オ
ラ
ン
ダ
船
に
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適
用
さ
れ
た
結
果
、
一
七
〇
四
年
か
ら
、
ボ
ル
ド
ー
の
葡
萄
酒
取
引
は
再
び
活
発
化
し
、
ボ
ル
ド
ー
の
葡
萄
酒
輸
出
量
は
、
一
七
〇
四
年
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

七
〇
五
年
で
大
き
く
増
加
し
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
勃
発
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
た
。

　
ボ
ル
ド
ー
の
貿
易
商
人
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
と
の
取
引
再
開
を
ど
れ
く
ら
い
待
ち
望
ん
で
い
た
か
は
、
～
七
〇
五
年
九
月
八
日
に
、
商
業
会
議

所
評
議
員
が
財
務
総
監
に
送
っ
た
、
次
の
よ
う
な
書
簡
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
偉
大
な
る
閣
下
、
あ
な
た
は
、
私
ど
も
の
商
業
に
今

ま
で
に
な
い
利
益
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
葡
萄
酒
や
蒸
留
酒
、
そ
の
他
の
食
料
品
の
取
引
に
来
る
敵
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の

船
舶
に
対
す
る
旅
券
発
行
を
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
す
べ
て
陛
下
の
税
収
を
増
や
す
た
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ど
も
も
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。
」
冒
頭
か
ら
続
く
感
謝
の
言
葉
か
ら
は
、
旅
券
の
発
行
が
ボ
ル
ド
ー
の
利
害
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
書
簡
か
ら
、
旅
券
発
行
を
決
定
し
た
王
権
の
意
図
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
商
業
会
議
所
は
、
こ
の
国
務
会

議
決
定
が
、
税
収
を
増
や
す
と
い
う
政
策
に
反
し
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
王
権
が
求
め
て
い
る
の
は
、
収
入
の
増
加

で
あ
る
と
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
旅
券
を
発
行
す
る
王
権
の
政
策
に
は
、
貴
金
属
貨
幣
獲
得
と
い
う
コ
ル
ベ
ー
ル
以
来
の
政
策
目
的
が
反
映
さ
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
の
設
置
決
定
は
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ル
ド
ー
国
際
商
業
の
危
機
的
状
況
の
中
で
、
貿
易
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
受
け

入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
彼
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
船
へ
の
旅
券
発
行
と
い
う
政
策
を
実
行
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
王
国
統
治
機
構
の
一
つ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
会
議
所
の
設
置
を
認
め
、
王
権
か
ら
有
利
な
政
策
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
ボ
ル
ド
ー
商
人
た
ち
の
戦
略
が
成
功
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
船
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
背
景
に
し
て
設
置
さ
れ
た
以
上
、
会
議
所
の
活
動
が
対
オ
ラ
ン
ダ
政
策
に
密
接
に
関
わ
る
こ

と
は
必
然
で
あ
り
、
会
議
所
は
設
置
当
初
か
ら
重
商
主
義
政
策
の
問
題
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
①
設
罎
要
請
を
受
け
た
都
市
の
中
で
、
ナ
ン
ト
と
サ
ン
薩
マ
ロ
は
、
要
請
を
受
け
　
　
し
て
は
マ
ゴ
ン
（
窓
四
α
q
。
p
）
家
と
い
う
一
族
が
ほ
ぼ
独
占
的
に
引
き
受
け
て
い

　
　
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ナ
ン
ト
は
【
七
【
九
年
ま
で
商
業
会
議
所
が
設
置
　
　
　
　
　
た
の
だ
が
、
そ
の
状
態
が
会
議
所
の
活
動
に
よ
っ
て
壊
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

　
　
さ
れ
ず
、
ま
た
、
サ
ン
桂
マ
ロ
に
は
、
一
八
世
紀
を
通
じ
て
、
商
業
会
議
所
が
存
　
　
　
　
　
う
恐
れ
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
サ
ン
艮
マ
ロ
の
商
人
た
ち
は
、
商
業
会
議
所
を
設

　
　
在
し
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
サ
ン
ー
ー
マ
ロ
に
お
い
て
は
、
都
市
の
貿
易
活
動
に
関
　
　
　
　
　
慣
す
れ
ば
、
王
国
官
僚
の
都
市
に
対
す
る
支
配
が
強
ま
る
こ
と
に
な
る
と
判
断
し
、
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設
概
を
拒
絶
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
サ
ン
薩
マ
ロ
の
有
力
商
人
で
あ
る

　
マ
ゴ
ン
家
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
に
詳
し
い
。
〉
邑
み
い
Φ
ω
冨
α
q
ぎ
押
§
・

　
駐
ミ
切
譜
象
ミ
㍗
§
ご
＄
ミ
“
N
馬
一
こ
N
磯
。
織
§
尉
§
、
§
～
誉
貴
嬢
。
ミ
偽
ミ
メ
勺
¢
辺

　
一
〇
Φ
N
ま
た
、
邦
語
で
は
次
の
も
の
を
参
照
。
服
部
春
彦
コ
七
・
一
八
世
紀
貿

　
易
商
人
の
世
界
一
服
部
春
彦
・
谷
川
稔
編
『
フ
ラ
ン
ス
史
か
ら
の
問
い
輪
山
川
出

　
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
四
…
九
八
頁
。

②
b
ヴ
巨
巴
ω
』
ミ
§
ミ
ミ
鮪
§
ミ
ミ
ミ
煮
麺
§
§
魯
§
爵
ミ
§
ミ
濁
§
辱
§
・
題

　
簿
N
溶
9
や
○
。
．
構
成
員
に
関
し
て
は
、
第
二
章
に
て
検
討
す
る
の
で
そ
れ
を
参
照

　
の
こ
と
。

③
田
①
言
開
冨
塁
伊
．
d
屋
生
誕
鴛
8
曾
霧
仁
尾
。
8
甘
目
耳
①
象
欝
ぽ
．
、
“

　
℃
．
①
．

④
　
同
色
外
質
．
メ
尚
、
ボ
ル
ド
ー
の
商
務
顧
問
会
議
代
表
者
は
、
実
務
経
験
者
で
あ

　
り
都
市
参
事
会
ジ
ユ
ラ
ー
ド
（
甘
目
＆
Φ
）
の
評
議
員
（
智
H
9
）
で
あ
る
フ
ェ
ヌ
ロ

　
ン
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
務
め
ら
れ
て
い
た
。

⑤
箪
σ
Q
。
舅
Φ
F
§
．
§
も
や
。
。
㎝
－
。
。
N
ボ
ル
ド
…
を
含
む
ア
キ
テ
ー
ヌ
地
方
が
イ
ン

　
グ
ラ
ン
ド
領
に
な
っ
た
際
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
か
ら
ボ
ル
ド
…
に
、
北
ヨ
…
ロ
ッ

　
パ
へ
の
葡
萄
酒
販
売
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
商

　
業
ネ
ッ
ト
ワ
…
ク
が
中
世
に
形
成
さ
れ
た
。

⑥
高
村
象
平
噸
ハ
ン
ザ
の
経
済
史
的
研
究
隔
筑
摩
書
房
、
㎝
九
八
○
年
、
二
〇
三

　
頁
。
ズ
ン
ド
海
峡
の
通
行
権
を
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
獲
得
し
た
後
、
オ
ラ
ン
ダ
の
海

　
運
力
は
、
ハ
ン
ザ
諸
都
市
を
上
園
る
よ
う
に
な
り
、
北
海
・
バ
ル
ト
海
貿
易
で
独

　
占
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。

⑦
田
Φ
霞
α
㊦
写
暑
。
。
”
Q
“
馨
§
ミ
偽
蹴
黛
§
ミ
ミ
ミ
譜
じ
肇
。
慈
窺
§
こ
亀
凝
嵩
§

　
、
禽
ミ
魯
卜
。
ミ
動
ミ
ぶ
℃
帥
蔚
曽
一
り
誤
も
℃
b
①
心
刈
■

⑧
例
え
ば
、
一
七
〇
〇
年
に
お
い
て
ボ
ル
ド
ー
を
鼠
辞
し
た
船
舶
の
積
み
荷
の
う

　
ち
約
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
禰
萄
酒
で
あ
っ
た
。
♂
ミ
も
㍗
愈
誌
弗

⑨
本
稿
に
お
い
て
用
い
る
「
仲
介
業
」
「
仲
買
業
扁
は
、
単
に
品
物
の
売
り
買
い

　
の
間
に
立
っ
て
世
話
を
す
る
業
務
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
輸
出
先
の
情
報
を
収

　
集
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
商
品
を
集
荷
し
、
倉
庫
に
貯
蔵
し
、
あ
る
い
は
再
輸
出

　
す
る
、
中
継
貿
易
に
関
わ
る
業
務
に
つ
い
て
意
味
し
て
い
る
。

⑲
玉
木
俊
明
爾
ズ
ン
ド
海
峡
関
税
台
娠
臨
前
編
一
五
六
〇
年
…
一
六
五
七
年
」

　
噸
文
化
学
年
報
輪
策
四
一
輯
、
｝
九
九
二
年
、
一
四
三
－
一
癖
五
頁
。
ア
ム
ス
テ

　
ル
ダ
ム
に
持
ち
込
ま
れ
た
商
品
は
、
そ
こ
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
商
人
に
よ
っ
て
北
海
、

　
バ
ル
ト
海
沿
岸
地
域
へ
と
再
輸
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
玉
木
が
ズ
ン
ド
海
峡
を
通
行

　
す
る
船
舶
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
た
関
税
台
帳
を
用
い
て
作
成
し
た
、
バ
ル
ト
海
に

　
商
品
を
輸
送
し
た
船
舶
の
船
籍
と
商
品
に
つ
い
て
の
表
に
よ
れ
ば
、
バ
ル
ト
海
地

　
域
で
の
葡
萄
酒
の
輸
送
は
、
平
均
し
て
三
割
近
く
オ
ラ
ン
ダ
船
が
行
っ
て
い
る
。

⑪
ボ
ル
ド
ー
に
移
住
し
て
仲
介
業
を
営
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
商
人
に
つ
い
て
は
、

　
ゆ
艮
鼻
卜
題
ミ
ミ
い
N
§
ヒ
σ
o
㌧
昏
N
ミ
勉
塁
b
鳴
○
ミ
簿
減
昏
○
ぎ
餅
ミ
㌍
℃
Φ
邑
P
一
8
一
’

⑫
ま
た
、
一
七
〇
二
年
か
ら
一
七
Ω
二
年
に
か
け
て
は
、
彌
萄
が
不
作
で
あ
り
、

　
葡
萄
酒
生
産
量
が
減
少
し
、
こ
の
不
作
は
、
ボ
ル
ド
ー
の
経
済
不
況
に
追
い
打
ち

　
を
か
け
た
。
ボ
ル
ド
ー
の
市
民
特
権
を
保
有
す
る
商
人
た
ち
は
、
葡
萄
酒
販
売
特

　
権
を
活
か
し
た
オ
ラ
ン
ダ
商
人
と
の
葡
萄
酒
取
引
が
妨
げ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、

　
葡
萄
酒
生
産
量
自
体
の
減
少
に
よ
っ
て
二
重
の
被
害
を
受
け
た
。
悶
器
欝
留

　
ピ
Φ
ヨ
b
も
。
㌦
。
q
器
爵
『
。
。
営
8
号
屋
自
①
8
且
茸
。
ε
お
島
｛
ゆ
。
一
一
①
．
、
も
・
B
■

⑬
》
U
ρ
○
蕗
鎌
も
も
」
。
。
∴
①
■

⑭
自
話
霞
偶
Φ
ピ
睾
要
Q
恩
讐
魯
訪
帖
馬
§
§
§
§
鳴
製
し
d
。
準
正
§
ワ
①
メ

⑮
田
Φ
憲
儒
㊦
U
霞
唱
ρ
．
d
尾
慧
陣
。
。
の
雪
。
①
号
屋
琶
⑦
。
。
菖
§
g
ξ
Φ
匹
ま
亀
Φ
．
、
甲

　
や
憲
層
本
文
中
の
引
用
史
料
か
ら
再
引
。

⑯
　
　
　
　
一
P

＠　C9　＠＠

H
窪
傷
．
も
．

ω
琶
子
響
魯
．
叙
昏
も
．
ゆ
8
■

〉
∪
ρ
○
島
〇
一
も
’
一
．
［
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
設
置
勅
令
前
文
］

H
げ
第
も
』
■

ω
巨
［
ダ
号
．
亀
h
も
’
O
O
メ
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⑳
先
に
示
し
た
ボ
ル
ド
…
の
葡
萄
酒
輸
出
を
示
す
図
を
見
る
と
、
旅
券
発
行
に
よ

　
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
船
と
の
取
引
が
再
濁
さ
れ
、
輸
出
量
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
こ

　
と
を
読
み
と
れ
る
。

⑫
　
＞
U
ρ
○
誌
①
O
も
ワ
や
伊
［
財
務
総
監
へ
の
書
簡
］

⑳
商
業
会
議
所
の
評
議
員
た
ち
は
、
財
務
総
監
に
一
七
〇
四
年
商
人
集
会
決
議
を

伝
え
、
商
入
た
ち
と
王
権
と
の
間
を
取
り
持
っ
た
地
方
長
官
に
対
し
、
次
の
よ
う

な
感
謝
を
述
べ
て
い
る
。
「
評
議
員
た
ち
は
、
（
議
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
前

に
、
）
ラ
プ
ル
ド
ネ
氏
（
地
方
長
官
）
に
対
し
て
、
商
業
会
議
所
設
置
を
命
じ
る

国
務
会
議
決
定
が
、
会
議
所
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
感
謝
し
た
。
」

＞
U
ρ
O
合
2
も
．
①
．

72　（790）

第
二
章
　
商
業
会
議
所
執
行
部

　
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
の
実
体
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
そ
の
構
成
員
を
確
認
し
て
お
く
。
会
議
所
の
運
営
を
実
際
に
担
う
べ

き
人
々
に
つ
い
て
、
設
置
勅
令
の
第
一
条
は
、
「
商
事
裁
判
所
の
現
職
（
2
。
冨
お
Φ
）
の
首
席
判
事
（
甘
σ
q
Φ
）
と
二
人
の
商
事
裁
判
官
（
8
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ω
募
）
、
六
人
の
貿
易
商
人
」
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
条
に
は
、
会
議
所
運
営
の
た
め
に
選
ば
れ
る
六
人
の
貿
易
商
人
が
評
議
員

（
魯
Φ
。
8
包
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
商
事
裁
判
所
首
席
判
事
と
裁
判
官
、
及
び
評
議
員
、
あ
わ
せ
て
九
人
が
、
会
議
所
の
運

営
を
行
う
執
行
部
で
あ
る
。

　
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
が
ど
の
よ
う
な
商
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
首
席
判
事
と
二
人
の
商
事
裁
判
官
は
、
取
引

所
内
に
一
五
六
三
年
に
設
置
さ
れ
た
商
事
裁
判
所
の
現
職
首
席
判
事
と
現
職
商
事
裁
判
官
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
ユ
エ
匪
ド
ー
ー
ロ
ン
プ
に

よ
れ
ば
、
商
事
裁
判
所
の
構
成
員
は
、
「
ボ
ル
ド
ー
市
民
権
を
持
つ
商
人
」
か
ら
選
出
さ
れ
た
首
席
判
事
と
商
事
裁
判
官
二
人
で
あ
り
、
彼
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
運
営
主
体
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
「
ボ
ル
ド
ー
市
民
権
を
持
つ
商
人
」
層
と
い
う
の
は
、
ボ
ル
ド
ー
に
在
住
し
、
し
か
も
か
な
り
富
裕
な
貿

　
　
　
　
　
　
④

易
商
人
で
あ
っ
た
。
実
際
、
一
七
〇
九
年
に
お
け
る
納
税
者
リ
ス
ト
で
は
、
市
民
権
を
持
つ
商
人
層
は
、
高
等
法
院
判
事
や
大
貴
族
に
次
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

第
二
位
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
商
事
裁
判
所
の
首
席
判
事
や
商
事
裁
判
官
は
、
ボ
ル
ド
ー
の
商
人
た
ち
の
中
で
も
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
り
限
ら
れ
た
層
か
ら
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
評
議
員
は
、
設
置
勅
令
第
五
条
に
選
出
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
一
七
〇
四
年
の
第
一
圓
選
出
会
議
で
は
、
商
事
裁
判
所
首
席
判
事
及
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⑧

び
裁
判
官
経
験
者
二
〇
人
が
集
め
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
六
人
選
出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
評
議
員
に
選
出
さ
れ
た
人
々
は
、
主
席
判
事
や
商
事
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

判
官
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
人
々
だ
と
わ
か
る
。
設
置
勅
令
第
六
条
と
第
七
条
に
は
、
翌
年
以
降
の
評
議
員
選
出
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
評
議
員
選
出
の
た
め
に
現
役
評
議
員
と
元
評
議
員
、
商
事
裁
判
所
の
旧
首
席
判
事
及
び
旧
商
事
裁
判
官
か
ら
構
成
さ
れ
る
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

○
人
の
選
挙
人
が
召
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
会
議
所
は
、
ボ
ル
ド
ー
の
市
民
権
を
保
有
す
る
有
力
商
人
に
よ
る
寡
頭

支
配
の
も
と
で
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
．
商
業
会
議
所
に
お
け
る
会
議
は
、
週
一
回
、
主
席
判
事
と
商
事
裁
判
官
の
主
宰
で
行
わ
れ
た
。
会
議
所
評
議
員
た
ち
は
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

方
少
な
く
と
も
ボ
ル
ド
ー
の
商
人
た
ち
に
よ
る
商
業
問
題
に
関
す
る
意
見
を
受
け
取
り
、
会
議
に
て
財
務
総
監
に
送
る
も
の
を
吟
味
し
た
。
評

議
員
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
設
置
勅
令
第
一
二
条
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
当
該
の
商
業
会
議
所
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
は
、
会
議
所
に
お
け
る
議
論
を
経
て
い
な
い
商
業
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
」
し
た
が
っ
て
、
評
議
員
た
ち
に

認
め
ら
れ
な
い
商
業
問
題
に
関
す
る
意
見
は
、
取
引
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
商
事
裁
判
所
に
お
い
て
も
扱
わ
れ
な
い
し
、
他
の
機
関
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
も
扱
わ
れ
る
可
能
性
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
商
業
問
題
を
議
論
す
る
組
織
と
し
て
強
い
権
限
を
与
え
ら
れ
た
た
め
、

結
果
と
し
て
会
議
所
は
商
業
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
表
一
を
見
る
と
、
商
業
会
議
所
評
議
員
の
扱
っ
た
問
題
が
、

個
々
の
商
人
の
取
引
に
関
す
る
問
題
、
旅
券
発
行
に
つ
い
て
な
ど
国
際
商
業
か
ら
発
生
す
る
も
の
、
正
貨
不
足
の
問
題
、
定
期
市
に
お
け
る
免

税
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
問
題
を
扱
っ
て
は
い
る
が
、
ほ
ぼ
市
域
内
、
あ
る
い
は
国

際
商
業
の
問
題
を
含
め
て
取
引
所
で
起
き
る
問
題
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
商
業
に
つ
い
て
限
っ
て
い

え
ば
、
主
に
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
と
の
貿
易
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
す
る
問
題
が
集
中
し
て
扱
わ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
会
議
所
が
こ
の
よ
う
な
問
題
を
扱
っ
た
背
景
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
一
七
〇
五
年
に
評
議
員
に
選
出
さ
れ
た
貿
易
商
人
の
う
ち
ビ
ュ
テ
ル
の
研
究
に
依
拠
し
て
ロ
ッ
シ
ュ
、
リ
バ
イ
ユ
、
セ
ー
ジ
ュ
の
三
家
に
関

し
て
そ
の
商
業
活
動
を
確
認
す
る
。
ま
ず
、
海
霧
ジ
ュ
家
は
、
商
人
－
造
船
業
者
（
目
P
鋤
居
O
げ
鋤
口
傷
r
O
O
獅
も
。
け
H
仁
O
け
Φ
口
H
）
と
し
て
、
葡
萄
酒
貿
易
や
植
民
73 （79ユ）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

地
貿
易
な
ど
様
々
な
商
業
活
動
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
造
船
業
者
と
し
て
ボ
ル
ド
ー
の
特
権
貿
易
会
社
に
船
を
提
供
し
た
。
そ
の
一
人
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
セ
ー
ジ
ュ
は
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
取
引
の
た
め
船
舶
を
礒
装
し
、
一
六
八
○
年
ハ
ン
ブ
ル
ク
へ
向
か
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
ッ

シ
ュ
家
は
、
後
に
評
議
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
メ
ル
ス
ィ
エ
家
と
と
も
に
、
一
六
六
〇
年
に
会
社
を
作
っ
て
い
て
、
そ
の
資
本
は
億
万
リ
ー

ヴ
ル
に
の
ぼ
っ
て
渇
・
そ
し
て
・
そ
の
資
本
を
活
か
し
な
が
般
植
民
地
貿
易
や
北
ヨ
占
・
パ
諸
磯
と
の
葡
萄
警
易
に
従
事
し
た
・

リ
バ
イ
ユ
家
は
、
特
に
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係
が
強
く
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
地
域
か
ら
木
材
を
買
い
付
け
、
葡
萄
酒
を
販
売
す
る
商
取
引
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

っ
て
い
た
。
一
六
八
八
年
に
「
木
材
の
取
引
を
一
〇
年
算
上
行
っ
て
い
る
」
と
商
事
裁
判
所
で
証
則
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
会
議
所
は
、

北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
強
い
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
貿
易
商
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
必
然
的
に
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
と

の
商
業
に
関
す
る
も
の
が
会
議
所
で
多
く
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
商
業
会
議
所
に
つ
い

て
、
議
論
の
場
と
し
て
の
側
面
に
着
目
し

て
述
べ
て
き
た
。
他
に
、
会
議
所
は
、
商

人
た
ち
の
利
害
を
王
国
経
済
政
策
に
反
映

さ
せ
る
役
翻
を
担
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

こ
の
た
め
に
評
議
員
は
、
三
つ
の
ル
ー
ト

か
ら
王
権
に
商
人
た
ち
の
意
見
を
提
出
し

た
。　

一
つ
は
、
設
置
勅
令
第
＝
条
の
後
半

で
、
「
評
議
員
た
ち
は
、
商
業
の
利
益
の

た
め
に
必
要
と
考
え
る
意
見
表
明
を
、
財

74　（792）

表1　初期商業会議所例会（1705年7月一a2月）

主な議題

選挙

免税特権維持

題

免税特権維持

免税特権維持

社利害

社利害

への審簡作成

足間発

船との取引

への生活必需品供給

日月

申請手続き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
行
題
ダ
ダ
行
行
対
対
題
対
行
持
行
題
題

員
市
問
市
市
会
会
市
不
国
地
間
発
問
ン

議
期
税
期
期
箏
事
都
貨
立
民
険
券
険
ラ
ラ
券
券
掠
掠
税
掠
貨
ひ
貨
業
税

評
定
納
定
定
商
商
他
正
中
植
保
旅
保
オ
オ
旅
旅
私
私
納
私
硬
鯨
硬
繭
関

ンダ船への旅券発行

ンダ船への旅券発行

発行申請手続き

発行申請手続き

船対策

船対策

問題

船対策

発行問題

げ持ち込み問題

発行問題
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ギュイエンヌ商業会議所の活動とフランス王国経済政策（翼塚）

務
総
監
に
対
し
て
行
つ
こ
と
が
で
き
舳
し
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
・
多
事
財
務
総
監
に
意
見
を
提
出
す
る
方
法
で
あ
る
・
評
議
員
た
ち

は
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
商
人
の
利
益
を
守
る
た
め
な
ら
、
国
務
会
議
に
お
け
る
最
高
権
力
者
に
対
し
て
直
接
請
願
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
、
こ
の
権
限
に
し
た
が
っ
て
、
国
務
会
議
に
商
業
問
題
に
関
す
る
記
録
簿
を
送
り
、
財
務
総
監
と
の
間
で
頻
繁
に
書

簡
の
や
り
取
り
を
行
っ
た
。

　
二
つ
目
の
方
法
は
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
長
官
を
通
じ
た
や
り
取
り
で
あ
る
。
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
長
宮
は
、
ま
ず
、
商
業
会
議
所
の
運
営

を
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
設
置
勅
令
に
は
、
地
方
長
富
の
会
議
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
長
官
は
、
会
議
所
の
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
必
要
と
思
わ
れ
る
際
に
は
、
会
議
で
議
長
を
務
め

　
　
　
　
　
　
⑳

る
こ
と
が
で
き
る
。
」
地
方
長
官
は
、
こ
の
よ
う
に
、
会
議
に
出
席
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
て
、
ま
た
、
彼
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
議
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

進
め
る
議
長
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、
地
方
長
官
は
、
旅
券
や
定
期
市
の
問
題
、
正
貨
不
足
の
問
題
に
関
し
て
、
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、
一
七
〇
五
年
の
正
貨
不
足
問
題
に
関
す
る
両
者
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
「
評
議
員
た
ち
は
、

正
貨
不
足
と
パ
リ
で
の
手
形
取
引
の
困
難
さ
と
い
う
無
秩
序
な
状
態
を
改
善
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
地
方
長
官
閣
下
と
話
し
合
う
よ
う
、
コ
マ

ン
氏
と
バ
レ
イ
ル
氏
に
依
頼
し
た
。
そ
し
て
、
二
人
は
、
地
方
鷺
宮
が
彼
ら
に
述
べ
た
次
の
こ
と
を
会
議
所
に
報
告
し
た
。
す
な
わ
ち
、
無
秩

序
状
態
に
つ
い
て
真
剣
に
熟
考
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
す
ぐ
に
大
臣
に
書
簡
を
書
い
た
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
の
訴
え
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
」
こ
の
史
料
か
ら
、
正
貨
不
足
の
よ
う
な
地
方
全
体
や
王
国
全
体
の
問
題
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
地

方
長
官
と
会
議
所
評
議
員
と
の
間
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
地
方
長
官
と
財
務
総
監
と
の
問
で
意
見
調
整
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
。
そ
し
て
、
財
務
総
監
側
か
ら
会
議
所
評
議
員
に
返
信
が
送
ら
れ
る
場
合
、
地
方
長
宮
を
醜
し
て
行
わ
れ
た
。
会
議
所
、
地
方
長
官
、
財
務

総
監
の
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
間
で
行
わ
れ
た
意
見
調
整
の
結
果
が
、
商
人
に
対
し
て
示
さ
れ
た
回
答
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ユ
エ
匪
ド
H
ロ

ン
プ
は
、
植
民
地
貿
易
に
参
加
す
る
旅
券
を
オ
ラ
ン
ダ
船
に
与
え
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
一
七
〇
八
年
に
会
議
所
と
地
方
長
官
の
意
見
が
く
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

違
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
ま
さ
に
両
者
が
意
見
調
整
を
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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最
後
は
、
地
方
代
表
者
を
通
じ
て
会
議
に
訴
え
る
方
法
で
あ
る
。
代
表
者
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
は
商
務
顧
問
会
議
で
決
定
さ
れ
た
事
柄
を
会
議
所
に

書
簡
で
伝
え
、
そ
の
結
果
、
ボ
ル
ド
ー
商
人
た
ち
は
、
中
央
の
状
況
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
は
、
た
だ
会
議
所

と
商
務
顧
問
会
議
の
間
を
つ
な
い
で
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
会
議
所
の
活
動
に
対
し
て
、
彼
な
り
の
助
雷
を
行
っ
た
。
正
貨
不
足
や
定
期
市
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

問
題
、
旅
券
問
題
や
植
民
地
貿
易
の
問
題
な
ど
、
ほ
ぼ
会
議
所
が
扱
う
全
て
の
問
題
に
つ
い
て
、
彼
は
助
言
を
行
い
、
国
王
や
国
務
会
議
の
意

図
を
伝
え
た
。
つ
ま
り
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
と
評
議
員
の
問
で
も
意
見
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
は
、
評
議
員
と
の
意
見
調

整
を
行
い
会
議
所
の
活
動
を
支
え
る
と
と
も
に
、
会
議
所
と
商
務
顧
問
会
議
と
を
接
続
さ
せ
、
会
議
所
に
地
方
代
表
者
を
通
じ
た
商
務
顧
問
会

議
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
し
た
。
そ
し
て
、
評
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
し
て
、
会
議
に
お
け
る
活
動
を
行
っ
た
。
フ
ェ
ヌ

ロ
ン
と
会
議
所
と
の
関
係
は
、
相
補
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
は
、
当
初
か
ら
ボ
ル
ド
ー
の
有
力
商
人
た
ち
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
設
置
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
組
織
の
構
成

員
に
反
映
さ
れ
、
会
議
所
は
ボ
ル
ド
ー
市
民
権
を
有
す
る
伝
統
的
な
有
力
商
人
家
系
を
代
表
す
る
組
織
と
な
っ
た
。
運
営
に
携
わ
っ
た
商
人
た

ち
は
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
と
強
い
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
会
議
所
は
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
商
取
引
に
関
わ
る
問

題
を
多
く
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
国
際
商
業
に
関
わ
る
問
題
は
、
都
甫
の
商
人
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た

め
に
会
議
所
は
王
権
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
。
財
務
総
監
、
地
方
長
官
や
商
務
顧
問
会
議
代
表
者
と
の
意
見
調
整
を
逓
じ
た
中
央
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
ボ
ル
ド
ー
に
関
わ
る
政
策
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
存
在
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
会
議
所
は
、
商
人
た
ち
の
商

業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
王
国
機
関
が
つ
な
が
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
事
実
上
、
ボ
ル
ド
ー
に
対
す
る
経
済
政
策
が
論
じ
ら
れ
る
場
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
①
諺
U
ρ
O
爵
蟄
も
』
昌
［
設
償
勅
令
第
～
条
］
　
　
　
　
　
　
　
　
③
ボ
ル
ド
ー
市
民
権
は
、
市
政
体
で
あ
る
ジ
ュ
ラ
ー
ド
か
ら
与
え
ら
れ
、
そ
の
記

　
②
　
ご
d
働
メ
唇
§
も
や
認
甲
G
。
b
。
O
．
商
事
裁
判
所
に
関
す
る
項
目
を
参
照
。
ま
た
、
　
　
　
録
に
よ
れ
ば
、
ボ
ル
ド
…
で
市
毘
権
を
得
る
た
め
に
は
、
五
年
以
上
ボ
ル
ド
ー
に

　
　
一
六
七
二
年
以
降
は
、
年
齢
制
限
が
設
け
ら
れ
、
判
事
は
四
〇
歳
以
上
、
商
事
裁
　
　
　
　
居
住
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
カ
。
鼠
琶
竃
。
器
昆
Φ
朗
卜
禽
帖
謹
鳳
帖
ミ
§
誠

　
　
判
官
は
二
五
歳
以
上
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譜
ミ
孕
§
亀
防
§
恥
隷
ミ
§
亀
ま
ミ
鳴
窺
騨
亀
貫
N
q
題
∴
胡
ゆ
日
・
押
℃
鼠
。
。
梱
り
O
ρ

76　（794）



ギュイエンヌ商業会議所の活動とフランス王国経済政策（君塚）

　
ワ
躰
Q
。
り
「
ま
た
、
プ
ス
ー
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ボ
ル
ド
ー
の
市

　
民
権
保
有
者
は
、
五
九
響
が
ボ
ル
ド
ー
出
身
者
で
あ
っ
た
。
富
。
亭
頴
2
お

　
℃
o
雌
ω
も
。
o
P
b
σ
ミ
惑
窺
§
ミ
貯
養
“
。
国
へ
§
§
k
爵
駐
ら
登
℃
践
P
一
④
c
。
ω
も
．
鼠
『

④
　
ボ
ル
ド
ー
市
畏
権
を
得
る
た
め
に
は
、
居
住
期
間
に
加
え
、
一
五
〇
〇
リ
ー
ヴ

　
ル
以
上
の
家
を
ボ
ル
ド
ー
市
で
所
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
決
ま
り

　
も
あ
っ
た
。
〉
【
蓉
㊦
∪
償
。
磐
弓
雰
－
U
β
〈
p
一
一
寄
ミ
§
§
謎
魯
ミ
§
ミ
墨
譜
防
、
奮
馬
、
題

　
譜
ミ
き
ミ
鼻
し
d
o
a
Φ
窪
×
し
8
｝
曽
℃
．
浪
9

⑤
ご
d
o
葺
仁
9
①
曽
b
u
ミ
昏
葛
§
寒
ミ
寵
ミ
謎
鈎
P
ミ
S

⑥
ム
ニ
エ
は
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
末
期
に
お
い
て
、
ボ
ル
ド
ー
に
居
住

　
し
て
い
た
約
一
〇
万
の
人
々
の
う
ち
、
市
民
権
を
保
有
し
て
い
た
の
は
、
約
五
〇

　
〇
〇
一
六
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
竃
。
話
鉱
Φ
炉
号
ら
罫
唱
．
膳
ω
⑩
■

⑦
＞
U
P
O
誌
田
も
』
’
［
設
置
勅
令
第
五
条
］

⑧
H
鐵
餅
署
．
㎝
よ
．
［
七
月
四
日
評
議
員
選
出
記
録
］

⑨
同
げ
嬢
も
．
ω
’
［
設
置
勅
令
第
六
条
、
第
七
条
］

⑩
た
だ
し
、
現
役
の
評
議
員
と
元
評
議
員
と
で
二
〇
人
に
達
す
れ
ば
、
も
は
や
商

　
事
裁
判
所
の
旧
首
席
判
事
と
旧
商
事
裁
判
官
は
選
出
の
た
め
の
会
議
に
招
集
さ
れ

　
る
こ
と
は
な
い
。

⑪
H
謀
F
も
．
“
、
．
［
設
置
勅
令
第
三
条
］

⑫
H
ぼ
負
℃
．
G
。
．
門
並
概
勅
令
第
＝
条
］

⑬
H
瓢
舟
や
P
［
設
醗
勅
令
第
＝
～
条
］

⑭
例
え
ば
、
～
七
〇
五
年
、
評
議
員
た
ち
は
、
ボ
ル
ド
ー
で
活
動
す
る
貿
易
商
人

　
リ
ュ
ト
ケ
ン
ス
か
ら
会
議
所
へ
提
出
さ
れ
た
、
徴
税
特
任
官
に
よ
っ
て
商
品
が
差

第
三
章
　
旅
券
制
度
と
国
際
商
業
の
維
持

　
し
押
さ
え
ら
れ
て
被
害
を
受
け
て
い
る
と
い
う
訴
え
を
議
論
し
、
王
権
側
の
利
益

　
に
な
る
か
、
し
い
て
は
ボ
ル
ド
ー
の
利
益
に
な
る
か
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
棄
却

　
し
た
。
團
露
餌
’
も
』
鼻
．

⑮
H
旺
山
■
も
p
㎝
よ
．
［
七
月
四
日
評
議
員
選
出
記
録
］

⑯
b
づ
鴬
Φ
r
卜
題
昼
・
§
§
乙
ミ
惑
§
当
言
’
O
O
よ
ド
ー
ハ
世
紀
半
ば
に
は
、
高
等

　
法
院
裁
判
官
を
輩
出
し
て
い
る
。

⑰
N
い
ミ
愚
’
㎝
0
9

⑱
じ
d
醇
①
r
ミ
ミ
鴨
島
b
d
ミ
昏
匙
§
旨
議
N
霞
ミ
§
沁
餐
ご
ぶ
じ
u
。
a
①
窪
×
響
一
④
8
も
．

　
一
〇
ρ

⑲
＞
U
ρ
○
爵
課
も
’
ω
’
［
設
置
勅
令
第
＝
条
］

⑳
H
ぼ
ら
も
．
N
．
［
設
置
勅
令
第
四
条
］

⑳
H
ぼ
α
■
も
■
◎

⑫
田
Φ
g
伽
Φ
ピ
婁
唱
ρ
．
d
器
爵
暴
き
8
磁
器
自
Φ
8
昌
〕
き
。
耳
Φ
匹
臣
亀
Φ
．
、
甲

　
ワ
自
■

⑬
》
U
ρ
2
8
一
曽
ワ
一
一
マ

⑳
H
ぼ
臼
も
高
P

⑮
田
⑦
欝
畠
Φ
じ
Φ
暑
し
・
甲
．
．
謹
Φ
慧
帥
ω
。
。
雪
。
Φ
号
蕊
窓
Φ
。
。
且
§
。
茸
Φ
段
｛
ご
一
㊦
－
げ

　
や
島
．

⑱
　
　
七
〇
五
年
に
お
け
る
財
務
総
監
や
海
軍
卿
と
商
業
会
議
所
と
の
や
り
取
り
に
、

　
多
く
関
わ
っ
て
い
る
。

商
業
会
議
所
は
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
下
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
船
問
題
の
中
で
設
置
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
表
一
を
見
れ
ば
明
か
だ
が
、
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こ
の
問
題
の
解
決
策
で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
船
へ
の
旅
券
に
関
わ
る
問
題
が
活
動
初
期
に
お
け
る
主
要
な
議
題
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
、
特
に
問
題
と
さ
れ
た
の
が
、
私
掠
船
対
策
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
旅
券
が
オ
ラ
ン
ダ
船
に
発
行
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
多
数
来
航
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
以
前
に
も
増
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
私
郵
船
が
ビ
ス
ケ
ー
湾
で
活
発
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
一
七
〇
五
年
九
月
八
日
、
商
業
会
議
所
評
議
員
は
、
財
務
総
監
へ
の
書
簡
の
中
で
、
旅
券
発
行
に
つ
い
て
の
謝
辞
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
に

苦
情
を
述
べ
て
い
る
。
「
カ
ト
リ
ッ
ク
王
（
ス
ペ
イ
ン
王
）
陛
下
は
、
議
装
業
者
へ
の
命
令
（
留
。
§
）
に
よ
っ
て
、
臣
民
に
、
す
べ
て
の
敵
国
船

を
捕
ら
え
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
人
々
は
、
す
で
に
、
積
み
荷
を
積
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
船
を
待
ち
受
け
る
私
掠
船
を
私
ど
も
の
海
岸
、
特

に
ボ
ル
ド
ー
の
河
へ
送
る
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
何
人
も
の
フ
ラ
ン
ス
貿
易
商
入
が
、
オ
ラ
ン
ダ
船
へ
の
旅
券
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
も
し
、

ス
ペ
イ
ン
国
王
の
命
令
が
停
止
さ
れ
な
け
れ
ば
、
私
ど
も
は
、
食
料
品
を
販
売
す
る
た
め
に
唯
～
残
さ
れ
た
方
法
を
奪
わ
れ
る
こ
と
で
ご
ざ
い

　
　
　
①

ま
し
ょ
う
。
」
こ
の
訴
え
は
、
私
塾
船
か
ら
の
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
塾
行
為
が
、
ガ
ロ
ン
ヌ
川
河
口

で
行
わ
れ
る
限
り
、
大
西
洋
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
船
は
ボ
ル
ド
ー
に
入
港
で
き
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
葡
萄
酒
の
輸
出
が
で
き
な
く
な
り
、
再
び
ボ

ル
ド
ー
の
国
際
商
業
は
危
機
に
瀕
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
葡
萄
酒
取
引
が
本
格
化
す
る
～
○
月
ま
で
に
、
オ
ラ
ン
ダ
船
へ
の
旅
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
緊
急
に
発
行
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
。
評
議
員
た
ち
は
、
商
務
顧
問
会
議
で
も
問
題
を
取
り
上
げ
て
も
ら
う
た
め
に
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
に

対
し
て
私
掠
船
問
題
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
た
。
「
国
王
陛
下
が
今
年
オ
ラ
ン
ダ
船
に
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
旅
券
は
、
依
然
と
し

て
、
私
ど
も
の
地
域
に
あ
ま
り
貢
献
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
私
掠
船
が
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
旅
券
を
持
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
船
を
掌

捕
す
る
な
ら
、
私
ど
も
は
ス
ペ
イ
ン
王
室
の
命
令
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
ど
も
は
、
財
務
総
監
閣
下
に
（
私
掠
船
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

件
に
つ
い
て
）
請
願
申
し
上
げ
る
こ
と
が
義
務
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
」

　
こ
う
し
て
、
旅
券
を
持
つ
オ
ラ
ン
ダ
船
の
安
全
保
障
及
び
、
旅
券
発
行
の
必
要
性
を
財
務
総
監
と
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
の
双
方
に
訴
え
た
。
そ
し
て
、

こ
の
旅
券
の
緊
急
発
行
は
、
次
の
よ
う
な
旅
券
申
請
手
続
き
の
整
備
に
関
す
る
要
求
に
つ
な
が
っ
た
。
「
も
し
、
オ
ラ
ン
ダ
船
へ
の
新
し
い
旅

券
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
閣
下
、
私
ど
も
の
貿
易
商
人
は
、
国
王
陛
下
が
お
望
み
に
な
る
保
証
書
を
船
の
来
航
す
る
港
で
受
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④

け
取
る
よ
う
に
お
命
じ
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
、
あ
な
た
様
に
、
強
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

　
一
七
〇
五
年
九
月
～
五
日
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
評
議
員
に
対
し
、
八
月
一
八
B
に
出
さ
れ
た
旅
券
に
関
す
る
年
令
が
財
務
総
監
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ヤ
ミ
ヤ
ー
ル
か
ら
送
ら
れ
た
。
王
権
は
会
議
所
に
旅
券
発
行
の
伸
介
を
す
る
こ
と
を
正
式
に
認
め
た
の
で
あ
る
。
九
月
二
四
B
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン

か
ら
送
ら
れ
た
申
請
書
手
続
き
に
関
す
る
詳
細
を
記
し
た
書
簡
は
、
次
の
よ
う
な
文
で
始
ま
っ
て
い
る
。
「
国
王
陛
下
は
、
貴
殿
ら
の
仲
介
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

よ
っ
て
な
さ
れ
た
貿
易
商
人
か
ら
の
要
求
、
す
な
わ
ち
、
旅
券
の
申
請
を
貴
殿
ら
の
手
で
行
う
と
い
う
要
求
を
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
」
こ
れ

は
、
貿
易
商
人
た
ち
の
要
求
が
認
め
ら
れ
た
結
果
、
会
議
所
が
旅
券
発
行
申
請
の
管
理
を
任
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
貿
易
商

人
た
ち
は
、
王
権
側
が
用
意
し
た
旅
券
制
度
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
対
外
政
策
に
直
接
関
わ
る
よ
う
な
制
度
に
対
し
て
、
会
議
所
と
い
う
機

関
を
通
じ
て
参
加
す
る
権
利
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
船
に
対
す
る
旅
券
は
、
一
七
〇
四
年
に
許
可
さ
れ
て
か
ら
一
七
～
○
年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
継
続
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
旅
券
の
申

請
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
旅
券
発
行
を
要
求
す
る
貿
易
商
人
は
、
「
船
長
名
、
船
名
、
積
載
量
、
出
港
地
名
、
積
ん
で

い
る
商
品
名
」
を
記
し
た
覚
書
を
商
業
会
議
所
評
議
員
に
提
出
す
る
。
こ
の
覚
書
を
受
け
取
っ
た
会
議
所
は
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
貴
殿
ら
は
、
覚
書
を
検
討
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

王
国
内
へ
の
持
ち
込
み
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
商
品
、
或
い
は
、
必
要
と
し
な
い
商
品
を
拒
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
」
こ
の
よ
う

に
、
覚
書
で
輸
入
対
象
外
、
あ
る
い
は
、
ボ
ル
ド
ー
商
人
が
必
要
と
し
な
い
商
品
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
会
議
所
評
議
員
は
申
請
手
続
き
を

拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
ボ
ル
ド
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る
商
品
の
管
理
を
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
貿
易
商
人
た
ち
は
、

こ
の
覚
書
に
、
旅
券
を
受
け
取
っ
た
船
舶
が
ボ
ル
ド
ー
を
出
港
し
た
後
に
向
か
う
複
名
も
記
載
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
会
議
所
評
議

員
は
、
旅
券
申
請
を
行
う
船
舶
が
、
ボ
ル
ド
ー
を
出
港
し
た
後
に
王
国
外
の
港
に
向
か
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
申
請
を
拒
否
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
覚
書
に
書
か
れ
た
内
容
全
て
に
目
を
通
し
た
後
、
手
続
き
に
お
け
る
次
の
段
階
に
移
る
。
そ
れ
は
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン

に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
「
貴
殿
ら
は
、
貿
易
商
人
が
保
証
と
し
て
提
示
す
る
申
請
書
（
し
o
O
¢
H
P
固
ω
ω
H
O
⇒
）
を
与
え
、
受
け
取
ら
ね
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⑧

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ボ
ル
ド
ー
に
出
入
港
す
る
船
舶
の
保
証
を
す
る
た
め
に
で
す
。
」
一
七
〇
五
年
九
月
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
は
、
旅
券
発
行
申
請
手

続
き
を
行
う
際
の
注
意
書
き
と
と
も
に
、
申
請
書
台
紙
を
同
封
し
、
そ
れ
に
必
要
事
項
を
記
入
さ
せ
る
よ
う
に
会
議
所
評
議
員
に
対
し
て
指
示

し
て
い
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
、
旅
券
発
行
を
申
請
す
る
貿
易
商
人
た
ち
は
、
覚
書
に
記
載
し
た
内
容
と
同
じ
内
容
を
記
入
し
た
申
請
書
を
二
通

作
成
し
、
評
議
員
に
提
出
し
た
。
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
評
議
員
は
、
再
び
、
内
容
を
確
認
し
、
記
録
簿
を
つ
け
た
後
で
、
次
の
よ
う
な
フ
ェ
ヌ

ロ
ン
の
指
示
に
従
っ
て
、
中
央
に
覚
書
と
申
請
書
を
送
っ
た
。
「
覚
書
と
申
請
書
を
パ
リ
に
い
る
（
商
務
顧
問
会
議
）
代
表
者
に
忘
れ
ず
に
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
代
表
者
の
秘
書
が
代
表
者
の
意
見
を
添
え
て
、
報
告
書
に
覚
書
と
申
請
書
を
記
録
し
、
ダ
グ
ソ
ー
閣
下
（
商
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

顧
問
会
議
議
長
）
に
提
出
す
る
で
し
ょ
う
。
貴
殿
の
代
表
者
は
、
旅
券
発
行
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
」

　
で
は
、
具
体
的
に
旅
券
申
請
が
行
わ
れ
旅
券
が
発
行
さ
れ
る
過
程
を
見
て
み
よ
う
。
～
七
〇
五
年
一
一
月
五
日
の
商
業
会
議
所
議
事
録
に
は
、

ボ
ル
ド
ー
在
住
の
貿
易
商
人
ト
ー
マ
ス
・
ク
ロ
ッ
ク
か
ら
申
請
書
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
商
務
顧
問
会
議
地
方
代
表
者
に
送
っ
た
こ
と
が
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
会
議
所
は
、
ク
ロ
ッ
ク
氏
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
船
一
隻
の
旅
券
を
得
る
た
め
の
覚
書
と
申
請
書
を
受
け
取
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

そ
し
て
、
そ
れ
を
次
週
土
曜
日
に
ピ
エ
ク
ー
ル
氏
に
送
る
こ
と
を
議
決
し
た
。
」
こ
こ
で
、
わ
ざ
わ
ざ
「
議
決
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
申
請
書
の
内
容
に
つ
い
て
こ
の
日
に
行
わ
れ
た
会
議
で
評
議
員
た
ち
が
検
討
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅
券
発
行
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
会
議
所
に
行
っ
た
ク
ロ
ッ
ク
は
、
一
七
〇
〇
年
に
ボ
ル
ド
ー
に
定
住
し
た
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
貿
易
商
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
旅
券
の
申
請
を

行
っ
た
の
は
、
旅
券
を
必
要
と
し
て
い
る
船
舶
の
船
長
で
は
な
く
、
ボ
ル
ド
ー
で
仲
介
業
を
行
っ
て
い
る
貿
易
商
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

旅
券
獲
得
の
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
商
人
た
ち
は
、
ボ
ル
ド
ー
と
の
間
で
築
い
て
き
た
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
商
業
会
議
所
は
、
申
請
手
続
き
に
関
す
る
業
務
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
旅
券
発
行
が
遅
れ
た
場
合
な
ど
に
貿
易
商
人
か
ら
持
ち
込
ま

れ
る
苦
情
を
受
け
取
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
活
動
も
行
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
七
〇
五
年
掛
議
事
録
に
は
次
の
よ
う
な
事
例
が
記
さ
れ
て
い

る
。
「
ク
ロ
ッ
ク
氏
は
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ロ
ー
リ
ン
グ
氏
を
船
長
と
す
る
、
〈
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
セ
レ
ス
（
『
○
Φ
憂
住
、
§
ω
罵
畠
語
）
号
〉
、
三

〇
〇
ト
ン
の
た
め
の
旅
券
を
得
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
九
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
申
請
書
を
確
認
す
る
よ
う
会
議
所
に
要
請
し
た
。
会
議
所
は
海
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軍
主
席
特
任
官
（
8
旨
旨
沖
。
・
。
。
同
門
の
。
誌
。
弓
舞
。
β
門
伽
Φ
5
累
霞
ヨ
Φ
）
で
あ
る
ロ
ン
バ
ー
ル
氏
が
旅
券
を
受
け
取
る
の
を
待
っ
て
、
彼
（
ク
ロ
ッ
ク
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

同
様
の
申
請
書
を
要
求
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
ピ
エ
ク
ー
ル
氏
に
書
簡
を
送
る
こ
と
を
議
決
し
た
。
」
一
七
〇
五
年
一
一
月
五
日
、
ク
ロ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ク
か
ら
の
旅
券
催
促
を
受
け
て
、
旅
券
発
行
手
続
き
を
再
度
行
い
、
ピ
エ
ク
ー
ル
に
次
の
よ
う
な
報
告
を
行
っ
た
。
「
私
ど
も
が
、
先
月
一
七

日
に
商
務
顧
問
会
議
代
表
者
善
心
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
書
簡
は
、
失
わ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
い
ず
れ
か
の
通
信
吏

（
○
○
ヨ
慧
ω
号
㌶
℃
。
ω
け
Φ
）
の
手
に
、
し
っ
か
り
と
保
た
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
全
く
ど
こ
に
も
持
ち
込
ま
れ
て
い
な
い
か

ら
で
す
。
そ
し
て
、
旅
券
の
た
め
に
ク
ロ
ッ
ク
氏
が
提
出
し
た
二
通
の
旅
券
申
請
書
を
取
り
消
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
う
ち
一
通
は
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

バ
ー
ル
氏
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
」
会
議
所
を
通
じ
て
旅
券
を
得
た
ク
ロ
ッ
ク
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
と
の
葡
萄
酒
の
仲
介
業
を
果
た
し
た
。
そ
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

果
、
旅
券
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
ッ
ク
が
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
と
の
間
に
築
い
た
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
維
持
さ
れ
た
。

ボ
ル
ド
ー
の
貿
易
商
人
た
ち
は
、
旅
券
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
期
に
お
け
る
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ
れ
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
商
業
活
動
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ク
ロ
ッ
ク
は
、
戦
時
期
を
通
じ
て
活
動
を
拡
大
し
て
お
り
、
旅
券
制
度
の
維
持
は
、
北
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
た
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
強
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
指
摘
す
る
の
は
、
旅
券
を
備
え
た
オ
ラ
ン
ダ
船
が
楽
照
さ
れ
た
場
合
の
商
業
会
議
所
の
対
応
、
す
な
わ
ち
私
掠
船
に
対
す
る
対
応
で
あ

る
。
例
え
ば
、
｝
七
〇
五
年
九
月
八
日
に
会
議
所
評
議
員
が
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
に
送
っ
た
書
簡
に
は
、
「
ラ
ブ
ル
ド
ネ
閣
下
、
海
事
裁
判
所
判
事
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

下
、
海
軍
特
任
官
閣
下
が
、
ポ
ン
シ
ャ
ル
ト
ラ
ン
卿
に
こ
の
件
（
ス
ペ
イ
ン
の
私
掠
船
）
に
つ
い
て
書
簡
を
書
き
ま
し
た
。
」
と
、
書
か
れ
て
お

り
、
私
馳
駅
問
題
が
、
地
方
長
官
や
海
軍
ま
で
関
わ
る
大
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
会
議
所
は
、
旅
券
を
持
っ
た
船
舶
が
掌
捕
さ

れ
た
場
合
、
財
務
総
監
に
対
し
て
船
舶
の
解
放
願
い
を
提
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
七
〇
五
年
九
月
一
九
日
、
ガ
ロ
ン
ヌ
河
口
で
掌
捕
さ
れ
た
二
隻
の
オ
ラ
ン
ダ
船
に
つ
い
て
、
解
放
交
渉
を
す
る
よ
う
財
務
総
監
に
訴
え
た
。

し
か
し
、
財
務
総
監
を
は
じ
め
王
国
官
僚
た
ち
は
、
同
盟
国
ス
ペ
イ
ン
に
遠
慮
し
て
か
こ
の
問
題
に
対
応
し
な
か
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
船
解
放
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
た
の
は
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
総
督
で
あ
っ
た
。
会
議
所
は
、
地
方
総
督
が
掌
捕
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
船
解
放
の
た
め
に
果
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た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
一
七
〇
五
年
一
一
月
五
日
の
議
事
録
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
ボ
ル
ド
ー
の
貿
易
商
人
ム
ノ
ワ
！
ル
氏
は
、

彼
が
将
軍
（
銀
目
H
①
O
げ
P
一
）
閣
下
に
行
っ
て
い
た
だ
い
た
巡
察
に
つ
い
て
報
告
す
る
た
め
に
会
議
に
出
席
し
た
。
そ
の
巡
察
は
、
国
王
の
旅
券
を

備
え
、
エ
マ
氏
と
プ
ジ
ョ
ル
氏
の
た
め
の
ブ
ル
デ
イ
ヨ
ン
（
σ
○
彊
箆
巳
8
）
を
積
み
、
ビ
ス
ケ
ー
湾
で
諸
訳
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
船
に
つ
い
て
行
わ

れ
た
。
将
軍
閣
下
の
権
威
の
お
か
げ
で
、
フ
ラ
ン
ス
圏
王
の
旅
券
を
備
え
た
敵
国
船
上
で
思
っ
た
商
晶
を
す
べ
て
返
却
す
る
よ
う
に
命
ず
る
ス

ペ
イ
ン
王
令
が
期
待
さ
れ
る
。
ム
ノ
ワ
ー
ル
氏
は
、
会
議
所
に
、
将
軍
閣
下
が
エ
マ
氏
と
ピ
ュ
ジ
ョ
ル
氏
に
す
べ
て
の
保
護
を
約
束
し
た
と
い

う
好
ま
し
い
内
容
を
報
告
し
た
。
会
議
所
は
、
将
軍
閣
下
の
下
に
謝
辞
を
述
べ
る
た
め
に
赴
き
、
商
業
と
貿
易
商
人
の
保
護
を
続
け
て
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

け
る
よ
う
要
請
を
行
う
こ
と
を
決
議
し
た
。
」
こ
れ
に
紺
す
る
返
答
は
、
翌
週
の
一
二
日
に
行
わ
れ
た
会
議
の
議
事
録
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
ブ
リ
ユ
ノ
ー
氏
と
ビ
ラ
ト
氏
は
、
喜
ん
で
将
軍
閣
下
に
謝
辞
を
述
べ
た
こ
と
を
伝
え
、
続
い
て
、
継
続
を
要
請
し
た
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

業
の
保
護
に
つ
い
て
喜
ん
で
賛
成
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
」
こ
の
よ
う
に
、
地
方
総
督
の
庇
護
の
も
と
で
、
会
議
所
は
、

ビ
ス
ケ
ー
湾
で
掌
捕
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
船
の
船
荷
を
返
還
し
て
も
ら
う
要
求
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
旅
券
を
持
っ
て
い
る
船
舶
が
掌
捕
さ
れ
た

場
合
に
、
仲
介
業
を
行
う
貿
易
商
人
が
受
け
る
損
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
努
力
を
地
方
総
督
と
と
も
に
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
旅
券
制
度
運
用
か
ら
王
権
が
得
た
収
入
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
第
～
に
、
旅
券
そ
の
も
の
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

会
議
所
は
、
旅
券
を
求
め
る
際
、
三
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
保
証
金
（
O
P
β
¢
O
昌
）
を
オ
ラ
ン
ダ
商
人
に
支
払
わ
せ
る
よ
う
提
案
し
、
了
承
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
結
果
、
旅
券
…
件
に
つ
き
、
三
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
以
上
の
保
証
金
が
支
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
表
二
に
示
し
た
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に

対
し
て
発
行
さ
れ
た
旅
券
は
、
一
七
〇
四
年
か
ら
一
七
一
一
年
ま
で
の
間
で
、
ボ
ル
ド
ー
だ
け
で
一
七
五
〇
件
に
及
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
、
単

純
に
計
算
し
て
、
八
年
間
で
五
一
一
五
万
リ
ー
ヴ
ル
が
保
証
金
と
し
て
納
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
王
権
は
、
関
税
に
よ
る
税
収
を
得

た
。
旅
券
制
度
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
と
の
取
引
が
活
発
化
し
た
結
果
、
前
述
し
た
よ
う
に
ボ
ル
ド
ー
の
葡
萄
酒
販
売
量
が
増
大
し
た
。
一
七

〇
七
年
の
会
議
所
記
録
に
よ
れ
ば
、
～
七
〇
五
年
～
○
月
か
ら
｝
七
〇
六
年
｝
月
ま
で
の
貿
易
差
額
は
、
二
三
六
万
九
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
に
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
、
四
四
万
三
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
税
を
得
て
い
る
。
一
〇
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
の
時
期
は
、
葡
萄
酒
の
取
引
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
時
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ギュイエンヌ商業会議所の活動とフランス王国経済政策（慰塚）
　　　　　　　　　　　　　　表2　オランダ商船への旅券発行数

工704年 1705年 1706年 1707年 1708年 ユ709年 1710年 17ユ1年

サン＝マロ 1 3
一

15 20 17 17
一

ボルドー 14 315 517 500 404 227 173 87

ナント …
62 84 14ユ ユ42 61 43 13

出典　Huetz　de　Lemps，“Une　naissance　dans　une　conjuncture　difficile”，　p．14．

一◇一オランダ

“イングランド・
　　　アイルランド
ーQ一ノs’ mレト噛海謀奇岸港
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　60000

　50000

歪40000
邸

U　30000

－O　20000

　100eo
　　　　　o

1704～　1705～　ユ706～　1707～　1708～　1709～　1710～年

　1705　　ユ706　　1707　　1708　　ユ709　　17ユ0　　ユ711

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2　葡萄酒輸出量と輸出先

fl”iSk　Huetz　de　Lernps，　Gtiographie　du　commerce　de　Bordeaitx，　pp．　46’47．

期
で
あ
り
、
こ
の
貿
易
差
額
の
ほ
と
ん
ど
は
葡
萄
酒
貿
易
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
二
を
見
れ
ば
、
ボ
ル
ド
ー
に
お
い
て
、
一
七

〇
五
年
か
ら
　
七
〇
八
年
ま
で
の
葡
萄
酒
輸
出
量
は
非
常
に
安
定
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
期
間
は
、
六
五
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
以
上
の
税

収
を
王
国
に
も
た
ら
し
て
い
た
こ
と
が
予
測
で
き
る
。

　
一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ボ
ル
ド
ー
の
生
命
線
は
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

地
域
と
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
葡
萄
酒
貿
易
で
あ
る
。
商
業
会
議
所

は
、
旅
券
発
行
手
続
き
を
行
い
、
旅
券
発
行
を
安
定
さ
せ
た
。
旅
券
が

安
定
し
て
発
行
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
来
航
が
安
定
す
る
と
、
図
二
の

グ
ラ
フ
が
示
す
と
お
り
、
葡
萄
酒
貿
易
も
安
定
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
旅
券
発
行
申
講
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
人
の
商
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
介
し
て
行
わ
れ
、
ボ
ル
ド
ー
と
オ
ラ
ン
ダ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
戦
時
期
を
通
じ
て
む
し
ろ
強
化
さ
れ
た
。
会
議
所
に
よ
る
旅
券
制

度
に
関
わ
る
活
動
は
、
戦
時
中
に
お
い
て
、
ボ
ル
ド
ー
の
商
業
活
動
を

維
持
し
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
旅
券
制
度
が
安
定
し
、
ボ
ル
ド
ー
で
の
商
業
活
動
が
維
持
さ

れ
た
結
果
、
王
国
の
税
収
は
増
加
し
た
。
ま
た
、
会
議
所
に
よ
り
旅
券

が
管
理
さ
れ
た
た
め
、
港
に
お
け
る
輸
入
制
限
も
維
持
さ
れ
た
。
会
議

所
の
活
動
は
、
制
度
面
と
経
済
面
の
両
方
で
重
商
主
義
政
策
を
支
え
た
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の
で
あ
る
。

①
＞
U
P
O
お
①
ρ
℃
ワ
町
9
［
財
務
総
監
へ
の
書
簡
］

②
実
際
は
、
旅
券
を
持
っ
て
い
て
も
象
捕
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
旅
券
を
与
え
ら

　
れ
て
い
る
船
舶
を
票
捕
す
る
こ
と
は
外
交
問
題
に
な
っ
た
た
め
、
商
品
返
却
要
求

　
な
ど
の
際
に
は
、
王
権
の
援
助
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
H
黛
q
．
も
や
伊
よ
．
［
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
へ
の
書
簡
］

④
回
9
匹
．
も
や
や
伊
［
財
務
総
監
へ
の
書
簡
］

⑤
〉
∪
ρ
○
島
紐
も
」
①
．

⑥
＞
U
ρ
○
お
り
P
［
九
月
一
八
日
付
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
か
ら
の
書
簡
］

⑦
臣
鮮

⑧
H
旺
侮
．

⑨
H
瓢
9

⑩
～
七
〇
五
年
＝
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
が
パ
リ
を
不
在
に
し
た

　
た
め
、
ダ
ン
ケ
ル
ク
代
表
の
ピ
エ
ク
ー
ル
が
ボ
ル
ド
ー
代
表
を
兼
ね
て
い
た
。

⑪
＞
U
ρ
O
爵
ヨ
も
』
『

⑫
ゆ
再
鼻
聾
ミ
こ
し
。
ミ
誉
黛
§
旨
§
諺
ミ
§
沁
曹
ご
魯
℃
」
綬
’

⑬
一
七
〇
六
年
の
議
事
録
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
旅
券
発
行
申
請
に
関
わ
っ
た
人

　
物
と
し
て
、
ク
ロ
ッ
ク
の
他
に
サ
ン
タ
リ
ッ
ク
、
ダ
ウ
ン
、
エ
グ
モ
ン
ト
、
バ
ウ

　
ム
ガ
ル
テ
ン
、
ド
ゥ
ニ
、
ラ
モ
ッ
ト
な
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
系
以
外
に
も
ボ
ル
ド
…
在

　
住
の
貿
易
商
人
た
ち
が
こ
の
旅
券
申
請
を
仲
介
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
》
U
P
O
心
b
⊃
α
γ
℃
ワ
ト
⊃
①
1
α
①
’

⑭
H
げ
第
も
鐸

⑮
ク
ロ
ッ
ク
へ
の
旅
券
に
関
す
る
史
料
か
ら
は
、
海
軍
特
任
官
か
ら
旅
券
が
出
さ

　
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
前
に
あ
げ
た
会
議
所
が
旅
券
発
行
を
財
務
総

　
監
に
求
め
る
史
料
か
ら
は
、
海
事
裁
判
所
が
旅
券
発
行
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

　
か
る
（
》
U
ρ
O
愈
①
ρ
署
．
や
O
．
［
財
務
総
監
へ
の
書
簡
］
）
。
し
た
が
っ
て
、

　
旅
券
発
行
機
関
は
、
一
つ
に
限
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

　
こ
と
は
、
商
業
会
議
所
の
活
動
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
主
に
取

　
り
扱
う
こ
と
は
し
な
い
。

⑯
H
ぼ
匹
．
も
」
P
［
～
七
〇
五
年
九
月
二
一
日
付
、
ピ
エ
ク
ー
ル
へ
の
自
軍
】

⑰
じ
U
募
魯
隷
§
・
こ
じ
。
ミ
§
亀
§
亀
§
§
謡
9
。
§
肉
曹
ミ
“
や
δ
①
．
ビ
ュ
テ
ル
に
よ

　
れ
ば
、
ク
ロ
ッ
ク
は
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
中
に
、
北
ヨ
…
ロ
ッ
パ
貿
易
を
活
発

　
に
行
う
と
同
時
に
、
植
昆
地
貿
易
も
展
開
し
て
い
る
。

⑱
H
q
‘
簿
鶏
馨
ら
§
§
ミ
恕
N
§
9
署
・
認
。
。
山
遷
．

⑲
＞
U
P
O
お
①
ρ
℃
p
O
よ
．
［
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
へ
の
書
簡
］

⑳
H
旺
q
．
も
・
¢
［
財
務
総
監
へ
の
書
簡
］

⑳
》
U
ρ
O
爵
2
も
』
『

＠
　
H
ぼ
縣
．
も
劉
曽
－
卜
）
卜
σ
．

㊧
　
閏
奮
欝
住
Φ
ピ
①
円
心
一
、
d
諾
轟
δ
ω
営
8
号
霧
暮
Φ
o
o
ど
琶
。
窪
屋
象
譲
。
出
Φ
，
．
甲

　
や
蚕

⑳
例
え
ば
、
一
七
〇
五
年
九
月
二
九
日
に
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
デ
ン
ブ
ラ
ン

　
デ
ン
に
よ
っ
て
仲
介
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
与
え
ら
れ
た
旅
券
に
は
、
三
〇
〇
〇

　
リ
…
ヴ
ル
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
国
話
爵
号
U
⑦
日
唱
P

　
Q
“
愚
鳶
恥
§
ら
§
§
箋
融
譜
b
ロ
ミ
昏
§
お
罵
．
①
。
。
よ
ρ
ま
た
、
ク
ロ
ッ
ク
が
旅

　
券
発
行
の
た
め
に
九
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
支
払
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
積
み

　
荷
や
積
載
量
に
応
じ
て
保
証
金
の
額
も
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

⑳
§
罫
讐
鳥
O
為
「
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第
四
章
　
「
抗
議
の
拠
点
」
と
し
て
の
商
業
会
議
所

ギュイエンヌ商業会議所の活動とフランス王国経済政策（君塚）

　
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
の
旅
券
制
度
を
維
持
す
る
活
動
は
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
下
に
お
け
る
ボ
ル
ド
ー
国
際
商
業
の
維
持
に
貢
献
し
、

そ
れ
を
通
じ
て
重
商
主
義
政
策
の
実
行
を
支
え
た
。
他
方
、
旅
券
を
め
ぐ
る
数
々
の
嘆
願
活
動
を
通
じ
て
会
議
所
の
性
格
、
及
び
会
議
所
が
重

視
す
る
中
央
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
変
化
し
て
い
っ
た
。
以
下
、
旅
券
に
関
わ
る
議
論
を
分
析
し
、
会
議
所
の
性
格
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

か
を
検
討
す
る
。

　
一
七
〇
八
年
、
商
業
会
議
所
評
議
員
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
植
民
地
向
け
に
礒
装
さ
れ
た
一
隻
の
オ
ラ
ン
ダ
船
が
、
ボ
ル
ド
ー
に
到
着
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
と
を
海
軍
卿
に
報
皆
し
た
。
こ
の
報
告
は
、
海
軍
卿
ポ
ン
シ
ャ
ル
ト
ラ
ン
に
よ
っ
て
国
王
に
な
さ
れ
、
圏
王
は
オ
ラ
ン
ダ
船
の
出
港
を
妨
げ

る
よ
う
に
命
じ
た
。
ボ
ル
ド
ー
商
人
を
介
し
て
旅
券
を
受
け
取
り
、
植
民
地
貿
易
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
船
の
行
為
に
対
し
て
、
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

議
所
評
議
員
た
ち
は
徹
底
し
て
抗
議
を
行
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
期
を
通
じ
て
、
ボ
ル
ド
ー
の
植
民
地
貿
易
は
戦
争
前
に
比
べ
て
拡
大
し

て
お
り
、
販
路
確
保
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
介
入
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
王
権
の
排
他
政
策
と
一
致
し
て

お
り
、
一
七
〇
八
年
ま
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
植
民
地
貿
易
参
加
が
正
式
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
七
〇
九
年
、
状
況

に
変
化
が
生
じ
た
。
こ
の
年
、
「
大
厳
冬
」
の
影
響
で
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
全
体
の
穀
物
が
不
足
し
た
。
穀
物
不
足
は
、
特
に
植
民
地
に
お
い
て

著
し
く
、
王
権
は
、
こ
の
緊
急
事
態
に
対
し
て
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
穀
物
を
購
入
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
。
そ
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
て
、
一
時
的
に
植
民
地
貿
易
に
参
加
す
る
旅
券
を
発
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
会
議
所
は
、
明
確
に
反
対
の
意
思
を
表
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

そ
の
主
張
は
、
最
終
的
に
財
務
総
監
及
び
海
軍
卿
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
植
民
地
貿
易
参
加
は
再
び
禁
止
さ
れ
た
。
排
他

政
策
を
維
持
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
事
例
は
、
商
業
会
議
所
の
活
動
が
、
王
権
へ
の
意
見
提
出
と
い
う
も
の
か
ら
明
確
な
抗
議
に
変
化
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
会
議
所
評
議
員
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
貿
易
に
関
わ
る
貿
易
商
人
が
多
数
参
加
し
て
行
わ
れ

⑤た
。
つ
ま
り
、
会
議
所
は
単
な
る
「
議
論
の
場
」
で
は
な
く
、
商
人
た
ち
が
王
権
に
抗
議
を
行
う
う
え
で
の
拠
点
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
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る
。　

旅
券
に
関
わ
る
活
動
に
お
い
て
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
表
二
に
示
し
た
よ
う
に
、
ボ
ル
ド
ー
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
船
へ
の
旅
券
は
、
葡
萄

酒
が
不
作
で
あ
っ
た
～
七
〇
九
年
を
除
け
ば
、
順
調
に
発
行
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
植
民
地
貿
易
へ
の
参
加
を
防
ぐ
こ
と
と
、

ス
ペ
イ
ン
か
ら
来
る
私
玉
船
対
策
で
あ
っ
た
。
～
七
一
〇
年
五
月
二
二
日
、
会
議
所
は
、
次
の
こ
と
を
議
決
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
王
に
よ
っ
て

発
行
さ
れ
た
旅
券
を
携
え
て
ボ
ル
ド
ー
に
来
航
す
る
オ
ラ
ン
ダ
船
に
つ
い
て
私
掠
対
象
外
と
す
る
命
令
を
更
新
す
る
よ
う
、
地
方
長
官
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
ス
ペ
イ
ン
国
王
に
働
き
か
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
働
き
か
け
の
結
果
、
翌
週
五
月
三
〇
日
に
は
、
地
方
長
宮
が
ス
ペ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ン
国
王
か
ら
私
掠
停
止
猶
予
令
の
延
期
を
認
め
る
書
簡
を
受
け
取
り
、
こ
の
問
題
を
担
当
し
た
評
議
員
ラ
ミ
に
よ
り
、
会
議
所
に
報
告
さ
れ
た
。

　
継
承
戦
争
初
期
に
お
け
る
会
議
所
の
私
掠
船
対
策
は
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
を
応
じ
て
商
務
顧
問
会
議
に
訴
え
る
か
、
財
務
総
監
に
直
接
嘆
願
を
行

う
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
七
一
〇
年
の
事
例
で
は
、
嘆
願
す
る
と
い
う
よ
り
、
地
方
長
官
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
国
家
間
の
交

渉
に
間
接
的
に
関
与
し
て
い
る
。
旅
券
制
度
が
安
定
し
、
露
悪
船
に
つ
い
て
も
ス
ペ
イ
ン
王
に
よ
る
私
掠
停
止
措
置
に
よ
っ
て
一
定
の
了
解
が

成
立
し
た
こ
と
で
、
会
議
所
評
議
員
は
交
渉
の
表
舞
台
に
出
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
役
割
の
変
化
に
よ
っ
て
、

会
議
所
が
利
用
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
変
化
す
る
。
一
七
一
〇
年
に
お
い
て
、
会
議
所
の
評
議
員
た
ち
が
最
も
多
く
会
合
を
持
っ
た
相
手
は
地

方
長
官
で
あ
る
。
輸
入
関
税
問
題
や
定
期
布
に
お
け
る
免
税
特
権
、
船
舶
の
武
装
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
会
議
所
で
扱
わ
れ
る
問
題
は
、
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

全
て
地
方
長
官
に
報
告
さ
れ
た
。
旅
券
を
め
ぐ
る
活
動
の
中
で
、
会
議
所
は
、
地
方
長
官
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
を
代

表
す
る
機
関
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
商
業
会
議
所
の
申
請
管
理
に
よ
り
安
定
し
て
発
行
さ
れ
た
旅
券
で
あ
る
が
、
一
七
一
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
国
王
令
に
よ
り
廃
止
さ
れ
る
。

こ
の
時
の
会
議
所
に
よ
る
一
連
の
抗
議
活
動
か
ら
、
地
方
権
力
に
よ
る
支
え
を
背
景
に
し
て
評
議
員
た
ち
が
そ
の
発
奮
力
を
強
め
て
い
た
こ
と

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
そ
の
抗
議
過
程
を
見
て
い
く
。

　
～
七
一
〇
年
一
一
月
一
九
日
、
国
王
ル
イ
一
四
世
は
次
の
よ
う
な
王
令
を
出
し
た
。
「
国
王
陛
下
は
、
次
の
こ
と
を
通
知
し
た
。
す
な
わ
ち
、
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ギユイエンヌ商業会議所の活動とフランス王国経済政策（君塚）

今
日
ま
で
、
王
国
諸
港
に
商
品
を
買
い
付
け
る
た
め
に
来
航
す
る
オ
ラ
ン
ダ
船
に
旅
券
を
認
め
て
い
た
が
、
そ
の
旅
券
は
、
公
平
で
中
立
的
な

王
国
と
の
関
係
で
は
な
く
、
（
オ
ラ
ン
ダ
商
人
の
）
特
別
な
利
益
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。
旅
券
は
、
聖
王
が
拒
絶
し
た
者
に
彼
の
名
を
貸
す
こ

と
に
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
無
益
な
か
た
ち
で
聖
恩
を
行
わ
せ
、
彼
ら
（
オ
ラ
ン
ダ
商
人
）
が
（
フ
ラ
ン
ス
）
王
国
を
含
む
海
外
地
域
で
行
う
商

業
を
よ
り
容
易
に
か
つ
自
由
に
し
た
だ
け
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
商
人
が
旅
券
か
ら
引
き
出
す
無
限
の
利
益
は
、
今
日
、
彼
ら
が
利
益
を
引
き
出

し
て
い
る
国
家
（
フ
ラ
ン
ス
）
に
敵
面
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
王
陛
下
は
、
フ
ラ
ン
ス
臣
民
に
有
害
で
あ
る
旅
券
を
剥
奪
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

適
切
だ
と
判
断
し
、
将
来
旅
券
を
オ
ラ
ン
ダ
商
人
に
与
え
る
こ
と
を
認
め
な
い
と
い
う
決
定
を
下
し
た
。
」

　
こ
れ
は
、
事
実
上
、
オ
ラ
ン
ダ
船
へ
の
旅
券
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
王
令
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
政
策
が
、
再
び
反
オ
ラ
ン
ダ

へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
王
令
に
示
さ
れ
る
旅
券
が
オ
ラ
ン
ダ
商
人
の
利
益
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の

根
拠
は
確
認
で
き
な
い
。
植
民
地
貿
易
に
お
け
る
排
他
政
策
は
、
一
時
期
を
除
け
ば
維
持
さ
れ
て
い
た
し
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
内
諸
港
に
お
い
て

も
、
オ
ラ
ン
ダ
船
と
の
取
引
は
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
。
王
令
の
意
図
は
、
国
王
が
経
済
的
な
目
的
よ
り
政
治
戦
略
的
な
目
的
を
優
先
し
た
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

果
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
政
策
の
変
化
は
、
ボ
ル
ド
ー
国
際
商
業
に
再
び
危
機
を
も
た
ら
し
た
。
商
業
会
議
所
評
議
員
た
ち
は
、
直
ち
に
主
席
判
事

の
主
催
で
有
力
商
人
集
会
を
開
き
、
一
七
一
〇
年
一
二
月
｝
日
、
財
務
総
監
へ
送
る
次
の
よ
う
な
抗
議
の
書
簡
を
作
成
し
た
。
「
ボ
ル
ド
ー
の

商
人
た
ち
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
認
め
ら
れ
た
旅
券
の
廃
止
を
も
た
ら
し
た
先
の
＝
月
一
九
日
王
令
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
、
旅
券
を
伴
っ
て

来
航
し
て
帰
港
し
な
い
船
舶
と
旅
券
廃
止
の
後
で
王
国
の
港
に
留
ま
っ
て
い
る
船
船
を
止
め
、
没
収
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
条
項
が
実
行
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
こ
と
に
つ
い
て
抗
議
い
た
し
ま
す
。
ク
ル
ソ
ン
閣
下
は
、
旅
券
が
期
限
切
れ
に
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は
期
限
が
切
れ
る
前
に
帰
港
で
き
な

い
よ
う
な
六
〇
隻
の
（
オ
ラ
ン
ダ
の
）
大
型
船
が
積
み
荷
を
積
ん
だ
状
態
で
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
書
を
書
き
ま
し
た
。
国
王
陛

下
が
（
オ
ラ
ン
ダ
船
が
）
帰
港
す
る
ま
で
に
必
要
な
期
間
を
認
め
て
く
だ
さ
ら
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
（
オ
ラ
ン
ダ
の
）
大
型
船
は
、
ス
ペ
イ
ン
王

難
に
し
た
が
っ
て
、
掌
捕
さ
れ
、
没
収
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
商
業
に
限
り
な
い
混
乱
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の
大
型
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⑫

船
に
積
ま
れ
た
商
晶
の
多
く
は
、
ま
だ
そ
れ
を
販
売
し
た
商
人
た
ち
に
支
払
い
が
済
ん
で
い
な
い
状
態
な
の
で
す
か
ら
。
」

　
一
〇
月
と
一
一
月
は
、
葡
萄
酒
取
引
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
季
節
で
あ
り
、
一
年
の
中
で
最
も
オ
ラ
ン
ダ
船
が
来
航
す
る
季
節
で
も
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
＝
月
に
旅
券
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
月
に
来
航
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
は
入
港
で
き
ず
に
ガ
ロ
ン
ヌ
川
で
足
止
め
状
態
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
葡
萄
酒
の
取
引
は
伸
び
悩
ん
だ
。
ま
た
、
す
で
に
入
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
は
出
港
で
き
ず
、
ボ
ル
ド
ー
で
購
入
し

た
葡
萄
酒
を
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。
そ
の
た
め
、
仲
買
業
を
行
っ
て
い
る
貿
易
商
人
は
、
代
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
収
入
の
多
く
を
葡
萄
酒
貿
易
に
頼
っ
て
い
た
ボ
ル
ド
ー
の
有
力
商
人
た
ち
は
破
産
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
二
月
半
令
に
対
す
る
抗
議
は
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
長
官
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
総
督
、
ボ
ル
ド
ー
高
等
法
院
主
席
判
事
に
よ
っ
て
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

さ
れ
た
。
ま
た
、
作
成
さ
れ
た
後
は
、
地
方
長
官
に
送
ら
れ
、
彼
を
通
じ
て
財
務
総
監
に
届
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ボ
ル
ド
ー
商
人
か
ら

の
切
実
な
訴
え
は
財
務
総
監
と
海
軍
卿
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
持
つ
旅
券
期
限
が
ボ
ル
ド
ー
の
場
合
に
限
甑
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
時
的
に
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
を
受
け
取
っ
た
会
議
所
評
議
員
た
ち
は
、
そ
の
晩
、
特
別
に
会
合
を
開
き
、
ス
ペ
イ
ン
に
届
け

る
書
簡
を
作
成
し
、
地
方
長
官
と
地
方
総
督
に
送
っ
た
。
会
議
所
の
要
請
を
受
け
た
地
方
長
官
は
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
に
新
し
い
旅
券
を
認
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

も
ら
う
た
め
の
書
簡
を
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
領
事
館
に
送
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
商
業
会
議
所
は
、
旅
券
発
行
禁
止
令
に
対
し
て
地
方
有
力
者
の
権
力
を
背
景
に
し
て
、
王
権
に
猶
予
を
認
め
さ
せ
、
同
時
に
、

ス
ペ
イ
ン
王
に
対
し
て
も
、
私
掠
停
止
令
の
継
続
を
認
め
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
抗
議
活
動
で
、
評
議
員
と
王
権
と
を
繋
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
、

中
心
的
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
は
、
地
方
長
宮
で
あ
る
。
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
は
、
会
議
所
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
は
す
る
が
、
返
信
は
地
方
長
官
に

送
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
期
に
お
け
る
旅
券
発
行
活
動
を
通
じ
て
、
評
議
員
は
、
地
方
長
官
や
地
方
総
督
と
と
も
に
、

ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
全
体
の
利
益
に
関
わ
る
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
地
方
組
織
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
の
役
捌
が
低
下
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
旅
券
発
行
禁
止
令
へ
の
抗
議
活

動
に
続
い
て
、
ボ
ル
ド
ー
の
有
力
商
人
た
ち
は
、
旅
券
期
限
の
延
期
だ
け
で
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
船
へ
の
旅
券
発
行
の
再
開
を
求
め
た
請
願
を
展
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ギュイエンヌ商業会議所の活動とフランス王国経済政策（君塚）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

訳
し
た
が
、
こ
れ
は
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
を
仲
立
ち
に
し
て
、
一
七
一
一
年
五
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
旅
券
発
行
の
請
願
活
動
が
失
敗
に
終
わ
っ

た
こ
と
を
知
ら
せ
る
会
議
所
代
理
人
ラ
モ
ッ
ト
の
次
の
よ
う
な
書
簡
に
は
、
ま
さ
に
地
方
の
利
害
を
代
表
す
る
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
の
行
動
に
対
す
る

海
軍
卿
ポ
ン
シ
ャ
ル
ト
ラ
ン
の
痛
烈
な
批
判
が
見
ら
れ
る
。
「
私
は
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
殿
と
共
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
か
ら
出
ま
し
た
。
ポ
ン
シ
ャ
ル

ト
ラ
ン
卿
は
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
殿
が
（
旅
券
に
つ
い
て
）
尋
ね
た
時
、
強
い
口
調
で
、
君
（
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
）
は
か
ス
コ
ー
ニ
ュ
人
（
σ
Q
p
。
8
8
）
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
フ
ラ
ン
ス
入
で
は
な
い
、
ボ
ル
ド
ー
商
人
た
ち
は
国
王
の
栄
光
を
願
っ
て
い
な
い
と
非
難
し
ま
し
た
。
」
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
は
、
会
議
所
と
商
務

顧
問
会
議
を
つ
な
ぐ
仕
事
を
行
い
、
ボ
ル
ド
ー
商
人
を
代
表
す
る
会
議
所
の
代
訴
人
と
い
う
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ポ
ン
シ
ャ
ル

ト
ラ
ン
に
と
っ
て
、
地
方
利
害
を
優
先
す
る
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
は
、
ま
さ
に
「
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
人
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
末
期
に
お
け
る
商
業
会
議
所
の
活
動
を
考
察
し
た
。
会
議
所
は
、
地
方
長
官
や
地
方
総
督
と
の
間
で
頻
繁
に
意

見
交
換
を
行
い
、
地
方
組
織
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
。
王
権
の
「
出
先
機
関
」
だ
っ
た
会
議
所
が
都
市
の
商
人
社
会
に
浸
透
し
た
と
い
う
こ

と
は
、
商
人
社
会
に
王
権
の
支
配
が
入
り
込
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ボ
ル
ド
ー
商
人
に
対
す
る
叢
誌
は
、
会
議
所
を
通
じ
て
実
行
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
会
議
所
は
王
権
に
と
っ
て
支
配
の
拠
点
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
会
議
所
は
、
重
商
主
義
政
策
を
海
港
都
市
に
お
い
て
実

行
す
る
う
え
で
王
権
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
王
権
に
対
し
て
自
ら
の
利
害
を
主
張
す
る
時
、

ボ
ル
ド
ー
商
人
社
会
に
と
っ
て
会
議
所
は
「
抗
議
の
拠
点
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
活
動
を
背
景
と
し
て
、
中

央
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
商
務
顧
問
会
議
代
表
者
か
ら
地
方
長
官
に
比
重
が
移
り
、
私
掠
船
の
問
題
も
財
務
総
監
に
訴
え
る
の
で
は
な
く
、
地

方
長
官
を
通
じ
て
交
渉
を
行
い
、
財
務
総
監
に
は
事
後
報
告
と
い
う
か
た
ち
に
変
化
し
た
。
会
議
所
は
、
王
国
経
済
機
構
の
末
端
組
織
で
あ
る

だ
け
で
な
く
地
方
経
済
機
構
の
中
核
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
＞
U
ρ
0
心
。
。
O
O
も
為
9
霊
七
〇
八
年
八
月
八
日
付
、
海
軍
卿
か
ら
地
方
長
官

　
へ
の
書
簡
］

②
こ
の
抗
議
運
動
に
加
わ
っ
た
評
議
員
、
セ
…
ジ
ュ
、
リ
バ
イ
ユ
、
コ
マ
ン
、
ア

　
キ
ャ
ル
は
、
植
民
地
貿
易
を
展
開
す
る
貿
易
商
人
で
あ
る
。
属
器
霞
島
尉
①
ヨ
霧
Ψ

　
Q
駄
軽
，
魯
㌶
鴨
気
恩
8
§
ミ
塁
亀
§
し
σ
ミ
譜
窺
§
卍
”
ワ
㎝
孚
σ
刈
’

③
ζ
巴
く
①
N
高
角
恥
§
愚
§
9
ミ
ミ
§
譜
じ
ロ
ミ
譜
犠
§
＜
。
置
羅
H
同
H
も
』
P
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④
頃
器
g
仙
①
び
誤
写
O
“
茜
、
愚
ミ
§
§
ミ
ミ
ミ
誉
し
口
。
、
昏
ミ
露
署
．
も
月
。
。
よ
ρ

⑤
ミ
罫
℃
■
㎝
刈
．

⑥
会
議
所
議
事
録
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
の
旅
券
を

　
携
え
て
我
が
港
に
来
る
オ
ラ
ン
ダ
船
を
捕
ら
え
な
い
よ
う
に
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
王

　
陛
下
の
外
掛
に
対
す
る
御
命
令
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
［
私
掠
停
止
］
猶
予
期
限
が

　
来
月
末
に
切
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
ミ
氏
と
バ
ン
ス
氏
が
、
地
方
長
官
閣
下
の

　
も
と
へ
赴
き
、
カ
ト
り
ッ
ク
王
陛
下
か
ら
新
し
い
命
令
を
い
た
だ
く
た
め
の
文
書

　
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」
＞
O
ρ
O
斜
走
H
も
．
悼
O
心
．

⑦
H
甑
鳥
じ
℃
』
8
．

⑧
一
七
～
○
年
の
会
議
所
議
事
録
を
参
照
。
囲
面
素
も
や
娼
甲
b
。
Φ
①
．

⑨
密
昏
島
①
姻
窪
℃
ω
層
ど
器
き
一
。
・
ω
鴛
8
匹
§
ω
暮
①
8
ε
琶
。
尚
自
⑦
段
｛
帥
9
軌
．
u

　
勺
■
一
〇
。
．
本
文
中
の
引
用
史
料
か
ら
再
引
。

⑩
ω
。
訂
Φ
唱
Φ
さ
愚
．
ミ
も
」
ω
9

⑪
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
長
官
ラ
モ
ワ
ニ
ョ
ン
・
ド
・
ク
ル
ソ
ン
。

⑫
野
Φ
g
結
冨
暑
ω
曽
．
d
諾
冨
一
。
・
。
。
碧
8
畠
冨
毒
Φ
8
ユ
§
。
葺
の
匹
農
亀
Φ
．
．
Ψ

　
罰
一
り
．
本
文
中
の
引
用
史
料
か
ら
再
引
。

⑬
＞
U
ρ
O
誌
㎝
押
署
．
卜
。
露
謬
言
．

⑭
圏
匪
山
．
も
℃
』
9
山
㎝
9
一
二
月
二
日
の
商
業
会
議
所
議
事
録
に
は
、
日
付
の

　
み
で
な
く
、
「
昨
夜
一
〇
時
に
」
と
、
地
方
長
官
か
ら
書
簡
が
会
議
所
に
届
い
た

　
時
刻
ま
で
記
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
こ
の
決
定
を
い
か
に
待
ち
望
ん
で
い
た
か
を

　
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
延
期
の
お
か
げ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
船
は
ボ

　
ル
ド
ー
か
ら
出
港
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
積
み
荷
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
と
運
ば

　
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
船
の
出
港
は
、
一
七
＝
年
ま
で
続
い
て
い
る
。

⑮
H
ぼ
匹
こ
ワ
ト
。
9
辱

⑯
会
議
．
所
は
、
代
訴
人
と
し
て
有
力
輿
入
の
一
人
で
あ
る
ラ
モ
ッ
ト
を
派
遣
し
、

　
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
の
援
助
を
行
わ
せ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
商
務
顧
問
会
議
の
国
務

　
官
僚
た
ち
の
強
い
反
対
に
あ
い
、
交
渉
は
難
航
し
た
。
ま
た
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地

　
方
総
督
は
、
商
人
た
ち
へ
の
助
言
の
み
で
な
く
、
国
務
会
議
に
出
席
し
、
国
王
の

　
前
で
旅
券
廃
止
が
ボ
ル
ド
ー
及
び
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
地
方
に
も
た
ら
す
悪
影
響
に
つ

　
い
て
訴
え
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
請
願
は
、
王
権
側
の
反
オ
ラ
ン
ダ
姿
勢
を
変

　
え
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
一
七
＝
年
を
も
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
船
に
特
別
与
え
ら
れ

　
る
旅
券
の
発
行
は
正
式
に
禁
止
さ
れ
た
。
国
器
冒
号
団
Φ
ヨ
甥
＼
．
q
諾
p
鉱
。
。
ω
磐
8

　
留
霧
旨
Φ
o
o
ε
自
g
霞
Φ
島
｛
旨
一
一
①
．
、
も
唱
．
卜
。
O
．

⑰
H
慧
匹
．
も
．
卜
。
ρ
本
文
中
の
引
用
史
料
か
ら
誘
引
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
商
業
会
議
所
は
、
一
七
〇
一
年
に
始
ま
る
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
と
そ
れ
に
伴
う
オ
ラ
ン
ダ
船
来
航
禁
止
政
策
に
よ
る
ボ
ル

ド
ー
国
際
商
業
の
危
機
と
い
う
状
況
下
で
設
置
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
王
権
の
影
響
力
が
商
人
社
会
、
特
に
商
取
引
の
世
界
に
介
入
し
て
く
る

こ
と
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
旅
券
を
オ
ラ
ン
ダ
船
に
発
行
す
る
政
策
を
速
や
か
に
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
商
人
た
ち
の
戦
略
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

会
議
所
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
ボ
ル
ド
ー
市
に
と
っ
て
「
よ
り
ふ
さ
わ
し
く
、
よ
り
利
点
が
あ
る
」
よ
う
に
有
力
商
人
集
会
を
開
き
、
議
決
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
組
織
の
中
身
は
、
ボ
ル
ド
ー
の
有
力
商
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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こ
う
し
た
議
論
を
経
て
設
置
さ
れ
た
商
業
会
議
所
の
執
行
部
は
、
商
事
裁
判
所
主
席
判
事
や
裁
判
宮
を
は
じ
め
、
ボ
ル
ド
ー
市
民
権
を
保
有

す
る
有
力
な
貿
易
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
執
行
部
の
中
核
で
あ
っ
た
評
議
員
は
、
代
々
商
事
裁
判
所
主
席
判
事
及
び
裁
判
官
経
験
者
か
ら
選
出

さ
れ
た
の
で
あ
り
、
事
実
上
、
会
議
所
は
彼
ら
に
よ
る
寡
頭
体
制
で
運
営
さ
れ
た
。
評
議
員
に
選
出
さ
れ
た
貿
易
商
人
は
、
主
に
ボ
ル
ド
ー
で

発
生
す
る
様
々
な
商
業
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
そ
の
結
果
を
財
務
総
監
に
伝
え
る
と
同
時
に
、
訴
え
を
起
こ
し
た
商
人
に
助
言
を
与
え
た
。

特
に
、
評
議
員
と
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
背
景
と
し
て
こ
れ
ら
の
地
域
に
関
わ
る
国
際
商
業
の
問
題
が
多
く
扱
わ
れ
た
。

会
議
所
は
商
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
王
国
機
関
が
接
続
す
る
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
財
務
総
監
や
商
務
顧
問
会
議
代
表
者
を
通

じ
た
王
権
と
の
相
補
関
係
が
こ
の
活
動
を
支
え
た
。
そ
の
結
果
、
会
議
所
は
、
ボ
ル
ド
ー
有
力
商
人
の
利
害
と
王
権
の
政
策
と
が
交
錯
し
、
事

実
上
、
都
市
に
実
施
さ
れ
る
政
策
が
議
論
さ
れ
る
場
と
な
っ
た
。

　
ボ
ル
ド
ー
で
実
施
さ
れ
る
政
策
に
つ
い
て
意
見
を
提
出
し
、
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
政
策
の
変
更
を
請
願
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
活
か
し

て
、
商
業
会
議
所
は
旅
券
制
度
運
営
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
期
を
通
じ
て
、
ボ
ル
ド
ー
で
仲
介
業
を
営
む
商
人
た
ち
を

介
し
、
オ
ラ
ン
ダ
船
へ
の
旅
券
発
行
申
請
の
手
続
き
を
行
い
、
制
度
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
寄
与
し
た
。
ま
た
、
旅
券
を
備
え
た
オ
ラ

ン
ダ
船
が
私
学
船
に
よ
っ
て
掌
捕
さ
れ
、
積
み
荷
が
奪
わ
れ
た
場
合
、
地
方
総
督
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
返
還
請
求
を
行
い
、
旅
券
制
度
の
信

用
を
守
っ
た
。
旅
券
制
度
に
支
え
ら
れ
、
一
七
〇
五
年
か
ら
一
七
〇
八
年
に
か
け
て
の
ボ
ル
ド
ー
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
と
の
商
取
引
を
活
発
化
さ

せ
、
戦
前
の
水
準
ま
で
取
引
量
を
回
復
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
と
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
維
持
さ
れ
、

む
し
ろ
旅
券
の
仲
介
を
通
じ
て
強
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
ボ
ル
ド
ー
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
と
の
取
引
が
維
持
さ
れ
た
結
果
、
王
権
は
、
貿
易
か
ら

発
生
す
る
関
税
を
獲
得
し
、
国
庫
を
富
ま
す
こ
と
が
で
き
た
。
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
期
に
お
け
る
重
商
主
義
政
策
の
実
行
は
、
ボ
ル
ド
ー
に
お

い
て
は
、
ま
さ
に
会
議
所
に
参
加
し
た
商
人
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
人
々
を
通
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
旅
券
を
め
ぐ
る
活
動
を
通
じ
て
、
商
業
会
議
所
は
、
地
方
長
官
や
地
方
総
督
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
。
王
国
経
済
機
構
の
末
端
と
し
て
の

会
議
所
は
ま
さ
に
地
方
経
済
機
講
の
中
核
と
な
り
、
そ
の
結
果
王
権
の
影
響
力
は
地
方
へ
深
く
浸
透
し
た
。
会
議
所
を
通
じ
て
王
権
の
政
策
は
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実
行
さ
れ
、
会
議
所
は
政
策
を
実
行
し
、
商
人
社
会
を
律
す
る
存
在
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
会
議
所
は
王
権
に
と
っ
て
「
支
配
の
拠
点
」

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
会
議
所
の
発
言
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
植
民
地
貿
易
に
お
け
る
排
他
性
の
維

持
や
私
掠
船
問
題
を
通
じ
て
、
会
議
所
は
ボ
ル
ド
ー
商
人
社
会
に
と
っ
て
王
権
へ
の
「
抗
議
の
拠
点
」
「
交
渉
の
拠
点
」
と
し
て
の
性
格
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
商
業
会
議
所
の
活
動
を
分
析
し
、
王
権
と
商
人
社
会
に
与
え
た
影
響
、
ま
た
、
商
人
た
ち
が
集
ま
る
場

と
し
て
の
会
議
所
の
役
割
の
変
化
を
論
じ
た
。
そ
れ
は
、
商
人
社
会
と
諸
権
力
と
の
結
び
つ
き
、
相
補
関
係
に
関
す
る
問
題
意
識
か
ら
始
ま
っ

た
。
様
々
な
機
関
が
結
び
つ
き
権
力
を
形
成
す
る
様
子
、
ま
た
結
び
つ
き
の
中
に
存
在
す
る
権
力
を
暴
き
出
す
に
は
、
外
的
要
因
が
変
化
す
る

中
で
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
す
る
か
を
論
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
会
議
所
を
一
つ
の
中
間
団
体
と
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ

に
集
う
人
々
が
形
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
交
わ
る
場
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
で
「
特
権
を
与
え

る
こ
と
で
の
支
配
」
と
い
う
絶
対
王
政
下
で
の
政
治
過
程
を
動
的
に
捉
え
、
そ
の
過
程
の
な
か
で
人
々
が
行
っ
て
き
た
様
々
な
行
動
の
戦
略
性

を
描
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
八
世
紀
半
ば
以
降
、
王
権
の
都
市
や
地
方
に
対
す
る
政
策
が
変
化
す
る
に
つ
れ
、
ま
た
、
国
際
商
業
の
発
展
に
伴
い
ガ
ロ
ン
ヌ
河
沿
岸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

内
陸
諸
都
市
が
ボ
ル
ド
ー
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
会
議
所
が
扱
う
問
題
も
変
化
し
、
組
織
の
構
成
員
も
変
化
す
る
。
そ
う
し
た
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
会
議
所
を
取
り
巻
く
様
々
な
機
関
と
の
関
係
と
は
、
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
会
議
所
と
周
囲
の
機
関
と
の
問

だ
け
で
な
く
、
構
成
員
ど
う
し
の
間
、
あ
る
い
は
構
成
員
を
取
り
巻
く
商
人
社
会
内
部
に
お
け
る
諸
関
係
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

　
①
～
八
世
紀
半
ば
以
降
に
お
け
る
王
権
の
政
策
変
化
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
　
　
文
献
に
詳
し
い
。
し
σ
¢
け
負
卜
題
鵠
書
甑
§
跨
ぎ
昏
N
霜
鈷
ま
た
は
、
同
じ
く
じ
σ
三
卑

　
　
次
の
文
献
を
参
照
。
赤
羽
裕
『
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
論
序
説
㎞
み
す
ず
書
房
、
　
　
　
　
G
§
§
馬
蝉
恥
ミ
ミ
§
ミ
ミ
紳
§
§
N
凡
偽
》
§
ミ
営
犠
§
鷺
書
函
ミ
。
譜
、
“
§
”
（
門
近
代
世

　
　
一
九
七
八
年
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
界
商
業
と
フ
ラ
ン
ス
経
済
輪
深
沢
克
己
。
藤
井
真
理
訳
、
同
文
舘
、
一
九
九
七

　
②
ボ
ル
ド
ー
国
際
商
業
の
発
展
に
伴
う
内
陸
商
業
網
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
次
の
　
　
年
。
）
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③
会
議
所
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
じ
σ
簿
卑
．
．
い
曽
σ
q
「
。
冨
曾
8
日
日
露
8
實

　
ω
δ
9
Φ
号
ω
『
ヨ
湿
お
。
◎
、
ド
じ
d
9
巴
（
黛
こ
”
鑓
笥
。
㌣
鴨
譜
ミ
G
ぎ
ミ
守
刀
寒
q
ミ
ミ
毫
、
亀

　
ミ
鉱
寧
N
臨
畠
町
，
貯
譜
b
d
ミ
昏
昏
黛
8
．

④
鵜
竿
と
地
方
と
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
ω
曽
昼
図
．
O
訂
マ

　
ヨ
p
P
ぎ
鼠
§
融
臨
ミ
ミ
翫
§
為
嵩
蹴
曾
N
ミ
q
ミ
国
ミ
§
q
爵
d
巴
く
9
し
。
＃
《
o
｛
渕
o
o
匿
無
興

℃
お
ω
P
卜
⊃
O
O
F
ポ
ン
シ
ャ
ル
ト
ラ
ン
一
族
の
パ
ト
ロ
ン
ー
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
を

事
例
と
し
て
、
地
方
有
力
者
、
商
入
、
金
融
業
者
、
財
務
総
監
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
興
味
深
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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Aspects　of　the　Landholding　Systern　during　the　Goryeo　Dynasty

by

YAGI　Takeshi

　　During　the　Goryeo　Dynasty　government　othcials　and　soldiers　were　atiocated

lands　of　vartous　sizes　from　which　taxes　were　coilected．　These　lands　were　com－

posed　of　cultivable　fields　operated　by　oracials　aRd　soldiers　themselves　and　those　of

peasants．　Cultivable　land　was　ailotted　by　the　central　government　in　principle，　but

in　reality　miieritance　of　land　from　fatker　to　son，　i．e．，　the　existence　of　hereditary

estates，　was　recognized，　and　right　of　private　property　was　in　fact　estabtished．

Thus　taxes　on　the　tillable　lands　of　the　hereditary　estates　of　govemment　othcials

and　soldiers　were　also　understood　as　hereditayy．　Government　othcials　and　soldiers

who　inherited　cultivable　lands　under　the　‘umbrella’　of　the　right　to　collect　taxes

were　able　to　accumulate　wealth　and　stab－ze　their　economic　base　fay　more　easily

than　other　householders．　lnfluential　oencia｝s　amassed　cultivable　lands　though　re－

clamation　and　plundering，　and　harbored　poor　and　iimerant　peasants　on　the　land，

thus　forming　what　rnight　be　termed　manors．　The　deveiopment　of　these　manors

was　ostensibly　inconsis£ent　with　the　principle　of　state　ownership　of　the　land，　but

such　development　could　not　be　thwarted　by　the　“rank－land　law”　reformation　in　the

last　stage　of　the　Goryeo　Dynasty．

　　　　　L’Activit6　de　la　Chambre　de　Commerce　de　Guyenne．

　　　　ノ
et　l’Economie　Politique　de　la　Royaut6　au　d6but　du　XVIIIe　siさcle

par

KIMIDUI〈A　Hiroyasu

　　　　　　　　　　　　　ノ
　　Le　Consei　dEtat　a　d6cid61a　cr6ation　de　la　Chambre　de　Commerce　de　Guyenne

en　1701．　Son　oblet　fut圭a　consofidation　de　la　structure　des　klstitutions　6conomiques

royals．　Les　n6gociants　bordelais　se　sont　rassemb16s　dans　une　sa礒e　de　la　bourse　et

is　ont　d6cid6　d’accepter　l’arret　du　conseu　en　1704．　Ce£te　Chambre　de　Commerce

魚tadn虹nistr6e　par　les　n6gociants　et　bourgeois　de　Bordeaux　depuis　1705．　Et　elle
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traka　des　problemes　du　commerce　international　sous　la　guerre　de　la　succession

d’EspagRe．

　　Nous　d6cidons　d’etudier　deux　points　suivant．　Le　premier　est　la　cons6quence

que　1’activite　de　cette　Chambre　eut　sur　le　commerce　international　sous　cette

guerre．　Particulibrement，　nous　remarquons　son　activit6　du　systbme　des　passe－

ports　pouy　des　vaisseux　hollandais　que　le　Roi　interdit　d’entrer　les　ports　royals．　Le

deuxi6me　est　le　fonction　de　cette　Chambre　dans　le　rapport　de　le　gouvernement

royal　avec　la　soci6t6　commercial　de　Bordeaux．

Sous　cette　guerre，　le　commerce　de　Bordeaux　tomba　dans　une　situation　tyes　cri－

tique，　mais　a　cause　du　systeme　des　passports，　on　put　n6gocier　avec　les　vaisseux

holiandais，　et　vanta　les　vins　et　1’eau　de　vie．　Cette　Chambre　de　Commerce　le　garda

et　le　stabiiisa，　en　utilisant　le　droit　de　presenter　son　avis　au　Contr61eur　G6n6丁目l．

Elle　prot6gea　le　profit　de　Bordeaux　dans　cette　situation　difficile．

　　D’un　c6t6，　cette　Chambre　de　Commerce　fut　“une　base　du　gouvernement”　pour

le　royaume．　EBe　transemit　la　situation　du　commerce　au　Contr61eur　G6n6ral，

particulierement　1’Exclusif　des　colonies　frangais．　Mais　d’un　autre　c6t6，　elle　fut　“une

base　de　la　contestation　contre　le　gouveynement　royal”　pour　ies　n6gociants　boyde－

Iais．　Quand　ils　r6c｝amerent　ou　contesterent　les　politiques　de　fak－e　obstacle　au　com－

merce　de　Bordeaux，　elle　devint　toujours　son　centre，　et　n6gocia　avec　1’lntendant　ou

le　CoRtr61eur　G6n6ral．

Reconstituer　｝’histoire　de　1’activit6　de　la　Chambre　de　Commerce　de　Guyenne　est

le　premier　pas　qui　nous　permettra　de　mieux　compyendye　la　relation　entre　les

n6goiants　et　｝e　pouvoir　royal　en　France　au　Temps　moderne．

Regional　Rites　te　“Console　the　Spirits　of　the　War　Dead”　in　Modern　Japan：

A　Comparison　and　Consideration　of　Sho”konsai　and　Funeral　Ceremonies

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　the　War　Dead

by

SHIRAI〈AWA　Tetsuo

　　Studies　of　“consolation　of　the　spirits　of　the　war　dead”　have　progressed　rapidly

in　recent　years，　but　changes　over　time　and　relationships　among　various　cases　have

not　been　systematically　analyzed　to　a　suthcient　extent．　This　study　focuses　on　the

actual　condition　of　regional　rites　to　console　the　spirits，　sh61eonsai，　and　funeral　cere一
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